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1. はじめに

　神奈川県南東部に位置する三浦半島には、新第三系と第
四系が広く分布し、それらの堆積岩類に挟まれて火成岩類
が点在する（図 1）。堆積岩類は主に火山砕屑物からなる

 　   1)   横須賀市自然 ・ 人文博物館 
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海成堆積物で特徴づけられ、テフラ鍵層を豊富に含む。吉
原（1902）によって岩相図が初めて示された以降、層序学
的研究が多く行われ、テフラ鍵層を用いて房総半島の新第
三系や第四系との対比が進められてきた（赤嶺ほか , 1956; 
三梨・矢崎 , 1968; 三梨ほか , 1979; 蟹江ほか , 1991; 鈴木ほ
か , 1995; 江藤ほか , 1998 など）。2000 年代以降は、三浦半
島や房総半島に分布する新第三系や第四系が、南部から北
部に向かって、付加体と海溝陸側斜面堆積物、外縁隆起帯

（海溝斜面ブレーク）、前弧海盆堆積物として理解されるよ
うになった（高橋 , 2008; 柴田 , 2012; 竹内ほか , 2015; 山本
ほか , 2017 など）。三浦半島と房総半島の東南東沖には世
界唯一の海溝−海溝−海溝型のプレート三重点が位置し、
これらの位置関係が両半島の形成に重要な役割を果たし
てきた可能性が指摘されている（Ogawa et al., 1989, 2008）。
また、三浦半島には活断層が確認されている（活断層研
究会 , 1991; 太田 , 1999; 神奈川県 , 2001; 地震調査研究推進
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図 1．三浦半島の地質図．南部・中部は竹内ほか （2015），北部は三梨・菊地 （1982），江藤 （1986），江藤ほか （1998） を基に作図．
 鍵層 Mk，So は蟹江 （2012b），鍵層 Ok，Hk は江藤ほか （1998），鍵層 KGP は稲垣ほか （2007），鍵層 Sg3, SKT-12 は Nozaki et al. （2014），

城ヶ島衝上断層と浅間衝上断層は Yamamoto et al. （2005） に基づいた．
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図1．三浦半島の地質図．南部・中部は竹内ほか (2015)，北部は三梨・菊地 (1982)，江藤 (1986)，江藤ほか (1998) を基に作図．鍵層Mk，Soは蟹江 
(2012b)，鍵層Ok，Hkは江藤ほか (1998)，鍵層KGPは稲垣ほか (2007)，鍵層Sg3, SKT-12はNozaki et al. (2014),城ケ島衝上断層と浅間衝上断層は

Yamamoto et al. (2005) に基づいた．
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本部地震調査委員会 , 2002）。三浦半島全体の地質学的な
特徴は、三上（1978）、今永・蟹江（1999）、蟹江（1999）、
柴田（2012）などによって総括されている。しかし、それ
ら文献の出版以降、新しい情報が蓄積されてきている。本
稿では、三浦半島の新第三系と第四系の層序、年代、形成
プロセスを、火成岩類や活断層も含めて、最新の知見に基
づきレビューする。特に記述がない場合、堆積岩の底生
有孔虫化石に基づく堆積深度は秋元・長谷川（1989）、石
灰質ナノ化石帯は Okada & Bukry （1980）、放散虫化石帯は
Sanfilippo & Nigrini（1998）に 基づいた。
　本稿の執筆にあたり、柴田が葉山層群、三浦層群、相模
層群横須賀層、三浦半島断層群（活断層）、全体の調整を、
野崎が上総層群を、高橋が火成岩類、葉山層群、三浦半島

と房総半島の対比を、笠間と西澤が相模層群宮田層、関東
ローム層を、田口が沖積低地をそれぞれ担当した。

2. 三浦半島の地形地質概略

　三浦半島の地形は、大局的には三浦丘陵ならびに多摩丘
陵に区分され（貝塚ほか , 2000）、丘陵地、台地、沖積低
地に細分される。丘陵地は半島の中北部に広がり、標高
208 m の二子山、241 m の大楠山、200 m の武山を中心と
して北西 – 南東方向に 3 列の丘陵が発達する。雨水、湧水、
小河川による開析がすすみ、複雑に入り組んだ谷戸が特
徴的に発達する（図 2）。台地は武山以南の三浦半島南部
と横須賀市小原台周辺によく発達し、標高約 96 m の引橋
面、50 ～ 56 m の小原台面、35 ～ 40 m の三崎面が識別さ

図 2．三浦半島の傾斜量図．赤線は活断層，赤点線は推定活断層を示す．陸上の活断層は神奈川県（2001），金田湾断層は今泉ほか（1987），
F1, F2, F4 断層は佐藤・阿部（2019），その他の海底の断層は森ほか（2015）に基づく．傾斜量図は新井田秀一作図，神奈川県立
生命の星・地球博物館提供．地図の作成にあたっては国土地理院発行の基盤地図情報を使用した．
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関東ローム層

小原台砂礫層 小原台砂礫層

中部 南部北部

沖積層・埋め立て地

相
模

層
群

宮田層

林　層

上
総
層
群

三
浦
層
群

池子層主部

逗子層主部 三
浦
層
群

三崎層

初声層

矢部層

葉
山
層
群

玄武岩
蛇紋岩

  (年代不明）

安山岩

Ma時代

第
　
四
　
紀

新
　
第
　
三
　
紀

古
第
三
紀

完新世

更
　
新
　
世

鮮
新
世

中
　
新
　
世

後
　
期

中
　
期

前
　
期

漸新世

始
新
世

暁新世
66.0

56.0

33.9

23.03

15.97

11.63

5.333

2.58

0.0117

三
浦
層
群

逗子層主部

テフラ鍵層/
火成岩類

年代 Ma
(文献)

枕状溶岩 50 (1)

安山岩 19.5±0.7 (3)

Mk 9.90+0.10-0.22 (4)

4.7+0.18-0.16 (4)So

Mk

So

OkOk

4.1±0.6 (6)
Hk

Hk

KGP (Tn-GP) Tn-GP 2.43 (7)

Sg3  (Kd38; Ebs-Fkd)

SKT-12  (Kd24; Srt-SK100)

Ebs-Fkd 1.723 (8)

Ok 6.3±0.4 (5)

Hk-TAu12 Hk-TAu12
0.147±0.009 (11)

On-Pm1 On-Pm1 0.1 (12)

衣笠層

鐙摺層

大山層

森戸層

浦郷層

野島層

大船層

小柴層

中里層

浜　層

相
模

層
群

Fn 0.41 (10)

上
総
層
群

下山口砂礫岩部層田越川砂礫岩部層

横
須

賀
層

ドレライト 37.4±0.6 (2)
玄武岩 36 (2)

玄武岩・ドレライト

Fn

走水礫部層

大津砂泥部層

神武寺
火砕岩
泥岩部層

鷹取山
火砕岩
部層

今泉砂礫
岩部層

三崎砂礫層 関東
ローム層

オ
フ
ィ
オ
ラ
イ
ト
様
岩
類

0.129

0.774

後
　
期

中
　
期

前
　
期

（
チ
バ
ニ
ア
ン
）

Al

Yk

My

Nj

Im

Ug

Ik

Tk

Jm

Zs

Tg

Zs

Sy

Yb

Kn

Oy

Az

Mt

An

Sp
Bs

Bs

Hy

Ht

Ms

Sg

Of

Ks

Nz

Hm

Ob
Ob

Mi

Hk-TPHk-TP Hk-TP 0.06～0.065 (12)

図 3．三浦半島の層序．
 テフラ鍵層や火成岩類の年代は，（1） 

Kaneoka et al. （1981）, （2） 谷口・小川 
（1990）, （3） 今 永・ 山 下 （1999）, （4） 
柴田ほか （2008）, （5） Kasuya （1987），

（6） Saito et al. （1997）, （7） 山下 （1996）, 
（8） 野崎ほか（2019）, （9）Nozaki et al. 
（2014）, （10） 笠間・塩井 （2019）, （11） 
鈴木 （1976）, （12） 町田 （2008） に基づ
く．

 また，地質年代区分は国際層序委員会
（ICS）の国際年代層序表（2020 年 03
月版）に基づく．

れる。これらは後期第四紀の海底面が陸上に露出した海成
段丘で、引橋面、小原台面、三崎面はそれぞれ MIS 5.5（下
末吉期、約 12.5 万年前）、MIS 5.3（約 10 万年前）、MIS 5.1

（約 8 万年前）の海成面である（太田 , 2000; 町田・新井 , 
2003）。沖積低地の分布は限られ、平作川、森戸川、田越
川などの河川沿いや、丘陵や大地を刻む谷戸沿いに発達す
る（松島 , 1976; 蟹江・石川 , 1976; 澤ほか , 1994 など）。ま
た、横須賀市～横浜市南部の東京湾沿岸や平作川河口付近、
横須賀市西岸の小田和湾などでは埋め立て地が広がって

いる。三浦半島には北から衣笠、北武、武山、南下浦、引
橋の 5 本の活断層が認められる（神奈川県 , 2001）（図 2）。
北武断層と武山断層では谷や尾根の右横ずれ、鞍部や小地
溝などの変異地形が顕著に発達する（太田 , 1999）。
　三浦半島の新第三系と第四系の層序は従来、下部から上
部に向かって葉山層群、三浦層群、上総層群、相模層群、
上部更新統と完新統に区分されてきた（三梨ほか , 1979; 
小玉ほか , 1980; 三梨・菊地 , 1982; 鈴木ほか , 1995; 江藤ほ
か , 1998）（図 1, 3）。中新統の葉山層群は三浦半島中部を
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込みに伴って形成された付加体，
外縁隆起帯，前弧海盆の概念図．
約 5 Ma．Op: オフィオライト様岩
類，H: 葉山層群，Ms: 三崎層， Zs: 
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構成し、西北西 – 東南東方向に細長く伸びた 2 列の分布を
示す、三浦半島で最も古い海成の堆積岩類である。葉山層
群の分布域には、蛇紋岩や玄武岩、安山岩などの火成岩類
が点在し、これらの火成岩類の年代は葉山層群の年代より
も一般的に古い。三浦層群は中新～鮮新世の海成堆積物で、
三浦半島南部と北部、2 列の葉山層群に挟まれた三浦半島
中部に分布する。三浦層群と葉山層群とは不整合または断
層で接する。上総層群は三浦半島北部の三浦層群を覆う前
期～中期更新世の海成堆積物である。これらの堆積岩を部
分的に中期～後期更新世の堆積物が覆い、武山以南から南
下浦断層に挟まれた地域では中部更新統の相模層群宮田
層が、三浦半島北部の東京湾岸では中部～上部更新統の相
模層群横須賀層が、それぞれ南部と北部の三浦層群を不整
合に覆って分布する。宮田層や横須賀層の上位には、上部
更新統の砂礫層や関東ローム層が重なり、海成段丘面を構
成する。
　葉山層群は外縁隆起帯（海溝斜面ブレーク）、南部の三
浦層群は付加体と海溝陸側斜面堆積物、中部・北部の三浦
層群と上総層群は前弧海盆堆積物に相当すると考えられて
いる（図 4）。また、葉山層群に接して点在する火成岩類
はオフィオライト様岩類と解釈されている。2000年代以降、
それら地質体の解釈に基づいて累層名や層群名が整理され
る傾向がある（高橋 , 2008; 蟹江 , 2012a; 蟹江ほか , 2012b, 
竹内ほか , 2015）。しかし、地質体の解釈には研究者によっ
て若干の相違があり、今後、さらに新しい解釈がなされる
可能性もある。本稿では、5 万分の 1 地質図幅（小玉ほか , 
1980; 三梨・菊地 , 1982; 江藤ほか , 1998）で用いられた従
来の累層名や層群名を概ね踏襲し、層序を整理した（図 3）。

3. 葉山層群

（1）層序

　葉山層群（Hayama Group）は三浦半島から房総半島南
部にかけて伸びる特徴的な地形、地質構造を示す「葉山−
嶺岡帯」または「葉山−嶺岡隆起帯」の一部を構成し、三
浦半島の葉山層群の分布域は「葉山帯」と呼ばれる（高橋
ほか , 2016）。葉山層群は大きく 2 列の帯状に分布しており、
北列、南列と呼ばれる（江藤ほか , 1998）。三浦半島には
複数の活断層が確認されており（太田 , 1999）、葉山層群
の分布はそれらの活断層に規制されている。北列の南縁は
衣笠断層であり、南列は北縁が北武断層、南縁が武山断層
である。また、藤沢市江の島にも分布する（図 1）。下位
より硬質泥岩を主体とする森戸層（Morito Formation）（図
5-A）、凝灰質砂岩と泥岩の互層からなる鐙摺層（Abuzuru 
Formation）（図 5-B）、主として凝灰質砂岩からなり硬
質泥岩の薄層や礫層を含むことがある大山層（Oyama 
Formation）（図 5-C）、泥岩を主体として砂岩、泥岩、凝灰
岩の薄層を挟む衣笠層（Kinugasa Formation）（図 5-D）、主
として凝灰質砂岩からなる矢部層（Yabe Formation）（図
5-E）に区分される（三梨ほか , 1979; 鈴木ほか , 1995; 江藤
ほか , 1998; 竹内ほか , 2015）。しかし、葉山層群は著しく
変形した堆積岩からなり、地層の上下関係や側方への連
続性を確認することが容易ではないため、研究者間によっ
て異なった層序が構築されている（例えば，今永・蟹江 , 
1999; 蟹江 , 1999, 2012a, b; 高橋 , 2008; 柴田 , 2012）。高橋

（2008）は葉山層群の変形様式や、後述するように付加体
として位置づけられることから、矢部層を含めた江藤ほ
か（1998）の葉山層群を葉山ユニットとして一括している。
本稿では江藤ほか（1998）に従った累層名を用いるが、矢
部層は蟹江（1999, 2012a, b）と柴田（2012）に従い独立し
た累層として扱い、暗緑色凝灰岩からなる鐙摺層立石凝灰
岩部層（江藤ほか , 1998）も矢部層に含めた（図 3）。しか
し、横須賀市立石や野比海岸の暗緑色凝灰岩は房総半島の
荒島層の岩相に類似し、横須賀市小矢部周辺の凝灰質砂岩
からなる矢部層の岩相とやや異なる特徴を持つ。
（2）年代

　葉山町の森戸層と鐙摺層から得られた炭酸塩コンク
リーションからは、前期中新世を示す珪藻化石（沢村 , 
1973; 芳賀・鈴木 , 1999）や、放散虫化石（RN3 帯）（鈴木 , 
2012）が得られている。一方、横須賀市の衣笠層からは中
期中新世を示す放散虫化石年代（RN4 帯上部～ RN5 帯の
下部）（竹谷 , 1995; 鈴木 , 2012）や石灰質ナノ化石（CN4 帯）

（岡田 , 1995）が得られ、葉山町の森戸層や鐙摺層よりも
若い年代を示している。江の島の葉山層群からは中期中新
世（川上ほか , 2005）、または前期～中期中新世（RN3 帯
～ RN4 帯）（鈴木 , 2012）の放散虫化石が報告されている。
横須賀市小矢部と久村の矢部層からは、中期中新世の後期
を示す放散虫化石と石灰質ナノ化石（CN5b ～ CN6 帯）が
得られている（江藤ほか , 1987）。以上のように葉山層群
と矢部層からは、前期中新世（約 18 ～ 17 Ma）と中期中
新世（約 16 ～ 14 Ma、約 12 ～ 10 Ma）の異なる年代が得
られているが、これらの地層の空間的な広がりと時間的な
連続性ははっきりしない点が多い。
（3）堆積プロセスと保田付加体

　一般的に葉山層群の砂岩や泥岩は、伊豆・小笠原弧の前
弧に堆積したタービダイトと半遠洋性泥岩と解釈されて
いる（谷口 , 1992; 小川 , 2004）。また、横須賀市立石に露
出する矢部層の暗緑色凝灰岩は水中火砕流堆積物の可能
性が指摘されている（江藤ほか , 1998）。森戸層や衣笠層
からは漸深海帯（水深 1,200 ～ 2,000 m）を示す底生有孔
虫化石（秋元ほか , 1995）が得られ、森戸層や衣笠層、葉
山層群分布域の転石からは深海生物由来と考えられる生
痕化石が産出する（蟹江ほか , 2012a; Kotake, 2014; Izumi, 
2015）。葉山層群に含まれる火山砕屑物の起源は、伊豆・
小笠原弧であることが示唆されている（小川 , 1981, 2004; 
谷口ほか , 1991）。一方、葉山町森戸川沿いの大山層や、
真名瀬の葉山層群に含まれる礫岩中の礫は石英質ワッケ，
長石質ワッケ，石質ワッケ，チャート，細粒礫岩（玄武
岩，安山岩，デイサイト，チャートの礫を含む）からな
り、これらの砂岩類やチャートは伊豆・小笠原弧に普通に
見られる岩石ではないため、これらの礫の供給源は本州弧
であると考えられている（蛯子・山下 , 2012b）。葉山層群
は剪断によって著しく変形・ブロック化していること（図
5-F）、蛇紋岩類や玄武岩類などのオフィオライト様岩類が
断層によって取り込まれていること、断層破砕帯から化学
合成生物群集の化石が発見されること（横須賀市池上地区
シロウリガイ類化石調査団 , 1995; Kanie & Kuramochi, 1995; 
Naganuma et al., 1995）などから、プレートの沈み込みに伴っ
て形成された付加体と解釈され（谷口 , 1992; 高橋 , 2008）、
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房総半島の保田層群と合わせて保田付加体と呼ばれてい
る（山本ほか , 2017; Yamamoto et al., 2017）。保田付加体の
最高被熱温度がビトリナイト反射率の測定に基づいて見
積もられており、葉山層群の最高被熱温度は保田層群や三
浦層群三崎層のそれらよりも高く、より深部より隆起して
きたと解釈されている （Yamamoto et al., 2017）。葉山帯の
南方に分布する三浦層群三崎層は後期中新世の付加体、葉
山帯の北方に分布する三浦層群逗子層は本州弧の前弧海
盆堆積物と解釈されることから、葉山層群は後期中新世に
は外縁隆起帯（海溝斜面ブレーク）として機能していた
と考えられる（Soh et al., 1991; 高橋 , 2008; 高橋ほか , 2016; 
山本ほか , 2017）。

（4）葉山層群の剪断帯

　葉山層群分布域の特徴として、地すべりによる緩傾斜
地形、西北西−東南東方向のリニアメント、武山や二子
山などの独立峰といった特徴的な地形が挙げられ（図 2）、

これらは葉山−嶺岡帯に共通の特徴と考えられている（高
橋ほか , 2016）。高橋ほか（2012）は房総半島嶺岡帯の保
田層群分布域内に同層群の剪断帯を設定した。剪断帯に
はオフィオライト様岩類が露出し、それらは保田層群中
に断層貫入（プルトルージョン）する際に保田層群を変
形させたと解釈されている（高橋ほか , 2012, 2016）。緩
傾斜地形と独立峰は、剪断帯、剪断を免れたブロックが
それぞれ形成している。三浦半島では、同様の剪断帯が
衣笠層に相当すると考えられている（竹内ほか , 2015; 高
橋ほか , 2016）。衣笠層は従来、オリストストロームなど
海底地すべりが卓越する地層であるとされたが（江藤ほ
か , 1998）、衣笠層に見られる地層の乱れは堆積性のもの
ではなく、構造的な変形によるものの可能性がある。高
橋ほか（2016）は、これを葉山層群の他の累層（森戸層
や鐙摺層）（及び三浦層群の一部）が構造的に混在したも
のと考えている。従来の地質図（江藤ほか , 1998; 竹内ほ
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図 5．葉山層群と矢部層の露頭（撮影者：柴田健一郎（C を除く））．
 A: 森戸層の硬質泥岩と砂岩の互層．葉山町森戸磯（35°16'23.6"N, 139°34'10.1"E）．
 B: 鐙摺層の凝灰質砂岩と泥岩の互層．葉山町芝崎海岸（35°15'58.2"N, 139°33'58.5"E）．
 C: 大山層の砂岩と礫岩．逗子市桜山（35°16'44.0"N, 139°36'24.1"E）．蛯子貞二氏撮影．
 D: 衣笠層の泥岩．横須賀市野比海岸（35°12'38.1"N, 139°42'17.1"E）．
 E: 矢部層の暗緑色凝灰岩．風化すると褐色を呈する．三浦層群逗子層に不整合に覆われる（破線）．横須賀市立石公園
 　（35°14'27.5"N, 139°35'50.4"E）．江藤ほか（1998）は暗緑色凝灰岩を葉山層群鐙摺層立石凝灰岩部層としている．
 F: 逆断層による白色凝灰質泥岩の繰り返し．衣笠層．横須賀市野比海岸（35°12'39.4"N, 139°42'22.3"E）．
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図 6．火成岩類の分布．
 Ky：上山口，Ik：池上，Kg：衣笠，Hs：平作，Km：久村，An：芦名，Ns：長坂，Ot：太田和，Sg：須軽谷，Tk：津久井川河口，

Nb：野比海岸．地質図は横須賀市自然博物館（1991），江藤ほか（1998）及び蟹江（2012b）をもとに一部改変．

か , 2015）では葉山町の下山川低地沿いには衣笠層が分布
しないが、西北西−東南東方向のリニアメントが認めら
れること、リニアメントの一部は活断層の可能性がある
こと（図 2）、オフィオライト様岩類が露出することから、
葉山町の低地帯にも剪断帯が含まれる可能性がある。渡
部ほか（1968）は下山川低地沿いの幅 300 ～ 500 m を葉
山破砕帯と呼んでいる。なお、平作川低地帯から西方に
峠を越えて葉山町の下山川低地帯に連続する低地帯の北
縁は、その北方の丘陵地との地形的ギャップが明瞭なリ
ニアメントを構成する。このリニアメントに沿って（活？）
断層が存在する可能性があり、これを仮称 ʻ平作断層ʼ と
しておく（図 6）。

4. 火成岩類

（1）火成岩類の分布と産状

　三浦半島では、主として葉山層群分布域中に火成岩類の
産出が報告されている。古くから蛇紋岩の産出が知られて
いるほか（吉原 , 1902 など）、玄武岩（木村ほか , 1976 など）
や安山岩（谷口ほか , 1988 など）などの火山岩類が産出す
る。斑れい岩などの深成岩類も若干報告がある（浅見ほか , 
1992 など）。これらの岩石の種類・組み合わせは、房総半
島の嶺岡帯に産出する岩石とほぼ共通であり、連続した地
質帯とみなされ、共通の発達史の元に形成されたと考えら
れる（小池 , 1957）。これらの岩石の組み合わせは、いわ

ゆる「オフィオライト」（海洋地殻～マントルの断片）と
して認識されたものの（小川 , 1981）、ほとんどが分断さ
れて露出し、それぞれの成因関係も明確ではないことから、

「オフィオライト様岩類」などと呼ばれることが多い。房
総半島ではこのような火成岩類が比較的広く露出するが、
三浦半島では散点的で岩体のサイズも小型のものが多い。
ただし、房総半島でこれらの露出が大きいのは半島の東側
が中心で、半島西側は露出が散点的であり、三浦半島の産
出状況と類似する。
　火成岩類の分布は、葉山層群分布域で、活断層沿いに産
出するケースと、特に活断層が認められていない葉山層群
分布域の内部（前述の葉山層群の剪断帯）に産する場合が
ある。後者の場合も、分布が直線的な配列を示すことが
あり（横須賀市衣笠～池上の蛇紋岩列など）（図 7-A, B）、
潜在的な断層に沿って露出している可能性がある（図 6）。
これらの地域は、地すべりに起因する緩斜面が発達し（図
7-D）、小ピークなどが多数存在する特異な地形を示し、逗
子市−葉山町境界の二子山山塊のような通常の流水によ
る侵食地形の発達した山地～丘陵性の地域と様相を異に
する。そして、後者の地域では、火成岩類の産出は基本的
に見られない。地すべり地形が発達する地域は、全体が断
層の活動によって破砕を受けていることが想定され、火成
岩類はそのような断層の活動に伴って貫入（固体貫入：プ
ロトルージョン）していると考えられる。
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　このことは、火成岩類の産状の報告からも推測され
る。活断層に沿った地域では火成岩類は断層に伴う破砕
帯に沿って露出することが示されているほか（浅見ほか , 
1992：蛇紋岩・玄武岩など）（図 7-E, F）、活断層沿いでな
い地域でも、火成岩類は葉山層群の泥質岩（森戸層など）
の破砕帯中や（蟹江ほか , 1987：玄武岩）、三浦層群逗子
層と暗緑色凝灰岩からなる矢部層の境界の破砕帯中に産
する（谷口・小川 , 1990：アルカリ玄武岩）などの直接の
産状が観察されているほか、直接接する様子は観察されな
いものの近傍に破砕帯が存在する例（谷口・小川 , 1990：
アルカリ玄武岩）も報告されている。
　間接的には、葉山層群の堆積年代と火成岩類の形成年代
が異なることも挙げられる。火成岩類の年代は、古第三紀
始新世から漸新世の年代を示すことが多く（36Ma, 37Ma：
玄武岩及びドレライト（谷口・小川 , 1990）、50Ma：玄武
岩（Kaneoka et al., 1981））、少なくとも火山岩類の多くは
前期～中期中新世の年代を示す葉山層群堆積時に噴出し
たものではない。例外的に、葉山層群堆積岩と急冷縁を
持って接している安山岩体が報告されているが（谷口ほか , 
1988）、この岩体の年代が 23.4 Ma と葉山層群とほぼ同じ
年代を示しており、葉山層群と同時代に火成活動が存在し
た可能性も残している。
　一方、蛇紋岩体の一部は堆積性であるとの報告もある。
狩野ほか（1975）、木村ほか（1976）は、横須賀市衣笠（池
上）の蛇紋岩体は堆積性であると報告した。ただし、それ
を否定する報告もなされている（蟹江ほか , 1987、小川・
谷口 , 1987）。また、門田ほか（1988）は、横須賀市久村
において斑れい岩や石灰岩などを礫として含む蛇紋岩礫
岩（図 7-H）を報告している。これらは初期に（中新世前
期～中期？）蛇紋岩体がプロトルージョンし、海底に突出
した際に、蛇紋岩体の近傍に堆積したものと考えることが
できる。なお、この堆積性岩体自体が、その後の構造運動（蛇
紋岩プロトルージョンの再活動）の際に、構造岩塊として
挙動しているとみられる。房総半島嶺岡帯でも、類似した
堆積性の蛇紋岩砂岩・礫岩が報告されている（荒井ほか , 
1983）。
　以上、三浦半島の火成岩類は房総半島嶺岡帯で高橋ほか

（2012）が考察した嶺岡帯中の火成岩類の産状と共通であ
る。なお、これらが現在の活断層沿いに露出することは、
このような貫入の動きが現在でも継続している可能性を
示している（高橋ほか , 2016）。
（2）蛇紋岩類

　三浦半島における蛇紋岩の分布は、最初に吉原（1902）
によって報告され、一色村、上山口、木古庭、小矢部、佐
原南方、及び、野比海岸に産するとされたが、地図上には
示されていない。その後、小島（1954）は、地質図上で横
須賀市衣笠・石田（衣笠泥岩層）・阿部倉（山中細粒砂岩層）、
葉山町新澤（森戸泥岩層）に分布を示し、これらが葉山層
群北列中のほぼ垂直な傾斜角を持つ褶曲軸上に分布する
と考察している。渡部ほか（1968）（Kurihara, 1971）の地
質図では、横須賀市衣笠から池上にかけて比較的大型の蛇
紋岩体が点在し、さらに西方の県道 27 号線沿いでも小規
模ないくつかの岩体の分布を示している（それらは直線状
に配列する）。また、衣笠東方でも、横須賀市久村地区で

蛇紋岩礫岩の産出が報告されている（門田ほか , 1988）。
　初期の報告は北列中の岩体がほとんどであるが、小池

（1957）は小縮尺の房総−三浦半島超塩基性岩分布図で葉
山層群の南列中に 2 カ所の分布を示し（詳しい場所は不
明）、全体として北西−南東方向の構造線に沿って併入す
るとしている。その後、前述のように浅見ほか（1992）は
南列の北縁をなす北武断層に位置する横須賀市野比海岸
で蛇紋岩の露出を詳しく報告したほか、横須賀市自然博
物館（1991）及び蟹江（2012b）の地質図では、南列中で、
野比海岸のほか中西部にも複数の蛇紋岩体の分布を示し
ている。詳しい場所は不明だが、横須賀市芦名地区の 1 カ
所（図 7-G）で確認されている（高橋ほか , 2016）。
　総合すると、三浦半島における蛇紋岩類の分布は、前述
のとおり武山断層と ʻ平作断層ʼ に挟まれた領域中に限ら
れる（図 6）。この葉山層群中では各所に分布すると言え
る。列を区切る活断層に直接に沿って露出するもののほか、
列内の地すべりが発達した緩傾斜地域内（葉山層群の剪断
帯）に散点的分布するが、前述のように、これらもある種
の断層に沿って露出すると推測される（活断層かどうかは
不明）。
　岩石学的な検討は、まず Uchida & Arai（1978）によっ
て房総半島嶺岡帯の蛇紋岩類と合わせて行われた。三浦半
島で対象とされたのは、古くから知られている横須賀市衣
笠（Kg）～池上（Ik）の岩体（論文では三浦岩体（Miura 
Bodies）とされている）で、北列の衣笠断層と ʻ平作断層ʼ
の間の緩傾斜地域（葉山層群の剪断帯）に露出するもので
ある。房総半島から三浦半島にかけて、全体的に斜長石ハ
ルツバーガイトを原岩とする蛇紋岩を主体とし、斜長石ダ
ナイトを原岩とする蛇紋岩が少量見られる点で共通する

（図 8-A ～ H）。一方、三浦半島では特徴的に角閃石を含む
ものが多いことが示されている。構成鉱物の化学組成から、
これらは全体的に高い温度と低い圧力（10kb）下で平衡に
あったことが示され、現在の大洋中央海嶺付近の岩石に類
似することが報告された。
　一方、大局的な性質は全体で共通するものの、細かい部
分では房総半島と三浦半島の岩石で違いが見られること
が示された。かんらん石の Fo 値、NiO 含有量、直方輝石
の Mg 値、CaO 含有量、Al2O3 含有量、Cr2O3 含有量、単
斜輝石の Al2O3 含有量、Cr2O3 含有量が三浦半島のものが
若干低く、クロムスピネルの Al、Fe3+ 含有量が明瞭に高い。
平衡温度が嶺岡帯（800 ～ 900℃）のものよりも低い（700℃）
とされ、中央海嶺付近でたまたま若干低い温度で平衡に達
したことが想定されている。
　房総半島と三浦半島で蛇紋岩の性質が若干異なること
は、荒井・石田（1987）でも明確に示され、房総半島から
三浦半島を経て山梨県の小仏帯、静岡県の瀬戸川帯まで、
性質の共通した蛇紋岩類が分布し、これら全体を「環伊豆
地塊蛇紋岩帯」と呼び、その中で、房総半島と小仏帯の蛇
紋岩類が類似し、三浦半島と瀬戸川帯の蛇紋岩類が類似す
るということで、前者を平衡温度が高いグループ、後者を
平衡温度が低いグループとしている。後者には角閃石な
どの含水鉱物を多量に含むとされる。荒井ほか（1990）及
び荒井（1994）では、前者を「嶺岡型」、後者を「葉山型」
と呼んでいる。
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図 7．火成岩類の産状（撮影者：高橋直樹）．
 A: 蛇紋岩露頭（衣笠岩体）（横須賀市小矢部：JR 衣笠駅南側，35°15'23.4"N，139°39'37.0"E）．細かく破砕を受けていない比較的塊状の岩体．
 B: 蛇紋岩露頭（池上岩体）（横須賀市池上：妙蔵寺墓地，35°15'44.6"N，139°38'38.3"E）．破砕された礫状の産状を示す．
 C: 玄武岩枕状溶岩露頭（横須賀市平作：平作川河床，35°15'15.5"N，139°38'49.7"E）．1 個の “枕” の近接（冷却収縮に伴う放射状の
 　節理が発達する）．
 D: 火成岩類が産出する地すべり発達地域（葉山層群の剪断帯）の景観（葉山町上山口，35°15'53.1"N，139°36'52.4"E）．棚田として
 　利用されている地すべり性緩傾斜地．
 E, F: 北武断層破砕帯露頭（横須賀市野比海岸，35°12'40.0"N，139°42'28.4"E）．蛇紋岩礫を含む軟質粘土（E），粘土化した破砕帯
 　（右側）とそれに接する褐色に変質した矢部層暗緑色凝灰岩（左側）（F）．
 G: 蛇紋岩露頭（横須賀市芦名，35°14'08.9"N，139°36'54.1"E）．破砕された礫状の産状を示す．
 H: 蛇紋岩礫岩露頭（横須賀市久村，35°13'46.9"N， 139°41'17.8"E）．基質は細粒の蛇紋岩起源粒子からなり大型の角礫（蛇紋岩）を含む．
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図 8．主な火成岩類の偏光顕微鏡写真（左列：直交ポーラー，右列：下方ポーラーのみ）（撮影者：高橋直樹）．
 A, B: 蛇紋岩（角閃石を含むハルツバーガイト）（神奈川県横須賀市衣笠）．CBM-GR11659．
 C, D: 蛇紋岩（ハルツバーガイト）（神奈川県横須賀市池上）．CBM-GR17919．
 E, F: 蛇紋岩（ウェールライト）（神奈川県横須賀市平作公園）．CBM-GR17918．
 G, H: 蛇紋岩（ダナイト）（転石）（神奈川県横須賀市津久井川河口）．CBM-GR12266．
 ol：かんらん石，opx：直方輝石，cpx：単斜輝石，hb：角閃石，sp：クロムスピネル，pl：斜長石，qz：石英，ols：かんらん石起

源蛇紋石，olc：かんらん石起源方解石．スケールバーは 0.5 mm．標本番号（CBM-GR）は千葉県立中央博物館収蔵資料登録番号．
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図 8（続）．主な火成岩類の偏光顕微鏡写真（左列：直交ポーラー，右列：下方ポーラーのみ）（撮影者：高橋直樹）．
 I, J: かんらん石玄武岩（神奈川県横須賀市平作）．CBM-GR19836．
 K, L: 角閃石斑れい岩（神奈川県横須賀市池上）．CBM-GR17924．
 M, N: かんらん石輝石斑れい岩（転石）（神奈川県横須賀市野比海岸）．CBM-GR6740．
 O, P: トーナル岩（転石）（神奈川県横須賀市野比海岸）．CBM-GR10400．
 ol：かんらん石，opx：直方輝石，cpx：単斜輝石，hb：角閃石，sp：クロムスピネル，pl：斜長石，qz：石英，ols：かんらん石起

源蛇紋石，olc：かんらん石起源方解石．スケールバーは 0.5 mm．標本番号（CBM-GR）は千葉県立中央博物館収蔵資料登録番号．
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　しかし、その後、阿部（2004）、高橋（2009）、高橋・荒
井（2010）により、葉山層群の南列中から得られた蛇紋岩
類が検討され（横須賀市野比海岸・津久井川河口転石・須
軽谷・牛込）、「嶺岡型」の性質を示す蛇紋岩類も存在する
ことが示された（図 9）。これらの地域には「葉山型」の
蛇紋岩も見られる。このことから、嶺岡型の蛇紋岩と葉山
型の蛇紋岩は、区域（断層帯）によってどちらかに限られ
ることもあれば、それらが混在した場所もあることが示さ
れる。
　房総半島では葉山型の蛇紋岩類は現時点では確認され
ていないが、これは房総半島では蛇紋岩類の分析が主要
岩体（断層帯）のみでしか実施されておらず（嶺岡中央林
道、平久里、勝山：高橋ほか（2012）が示した嶺岡帯中の
14 の断層帯のうちの 3 つ）、嶺岡帯内の各所（他の断層帯）
に分布する小岩体の研究がほとんどなされていないこと
に起因するかもしれない。これら小岩体（断層帯）の中に
は葉山型の性質を持つものがあるかもしれない。房総半島
内の蛇紋岩類全体の詳細な分析が待たれるところである。
三浦半島でも、地質図上に分布が示されている蛇紋岩類の
データがすべて揃ってはいないことから、これらの分析も
進める必要があるであろう。
（3）火山岩類

　三浦半島における火山岩の報告は木村ほか（1976）によ
る横須賀市平作四丁目の玄武岩体（図 7-C）が最初で、枕
状溶岩としての産状が詳しく報告されている。本岩体は葉
山層群の鐙摺層と接して露出する。木村ほか（1976）は枕
状溶岩について鐙摺層を不整合に覆う矢部層の一部と推
定しているが、矢部層との直接の関係は観察されていない。
岩石の性質はかんらん石と斜長石の斑晶を含むかんらん
石玄武岩（図 8-I, J）で、急冷組織が発達し、気泡も含む
ことが示されている。その後、蟹江ほか（1987）は同じ玄
武岩体を再検討し、葉山層群森戸層に相当する泥質岩の破
砕帯中に蛇紋岩やチャートと共に含まれて存在すること
を示した。この岩体は葉山層群北列中であるが、同じ北列
中の衣笠～池上の蛇紋岩類の分布の列からは離れた場所
に位置しており、北列中でも異なる断層帯中に産するとみ
なされる。
　谷口・小川（1990）は、葉山町下山口（水源地橋）、横

須賀市長坂（堀越池）からも玄武岩体（ドレライトを含
む）を見出し、前述の平作の岩体と併せて岩石学的な詳
しい検討を行った。下山口の岩体は葉山層群北列中にあ
り、衣笠～池上の蛇紋岩列あるいは平作の玄武岩体の西
方延長上に位置する。一方、長坂の岩体は葉山層群南列
中に位置する。これらはいずれも断層帯中に産出した構
造性岩塊と推定されている。下山口岩体は玄武岩枕状溶
岩及びドレライトからなり、一部にピクライト質玄武岩
も認められる。かんらん石のほかチタン普通輝石やケル
スート閃石を含む。一方、長坂の岩体はかんらん石玄武
岩である。化学組成の詳しい検討から、これらはいずれ
もアルカリ岩で、海山などホットスポットかあるいは中
央海嶺からやや離れた位置で噴出する off-ridge 火成活動
の産物であることが示されている。彼らは、小川・谷口

（1987）と併せて、これらと房総半島嶺岡帯に産する玄武
岩類との比較検討を行った。その結果、嶺岡帯では中央
海嶺で噴出した MORB タイプのソレアイト質玄武岩が卓
越し、アルカリ玄武岩の産出はわずかであるのに対して、
三浦半島の玄武岩はほとんどがアルカリ岩であるという
違いが認められることを示した。
　谷口ほか（1988）は、前述の葉山町下山口（新沢）に
おいて安山岩の岩体も見出している。前述の玄武岩類が
断層帯中の構造岩塊と見られるのに対して、この安山岩
体は葉山層群森戸層に急冷縁を持って接しており、同層
中にマグマとして貫入した岩体とみなされている。岩石
の化学組成からは、前述の玄武岩類とは異なり、島弧的
な性質を持つややアルカリに富むカルクアルカリ岩系列
の安山岩であるとしている。このような性質の岩石は、
房総半島嶺岡帯では見出されておらず、三浦半島でもこ
の岩体のみであり、この地域の発達史を考察する上で重
要な位置を占めると判断される。
　その後、浅見ほか（1992）は葉山層群南列北縁の北武断
層に位置する横須賀市野比海岸で、断層破砕帯中に前述の
蛇紋岩類のほか火山岩類の産出も報告した。蛯子・山下

（2012a）は、この野比海岸の玄武岩類や、葉山層群南列中
の横須賀市大田和荻野、同秋谷に産出する安山岩類につい
て検討し、あわせて葉山層群中の火山岩類全体について総
括している。

K. Shibata et al.

CBM-GR11659 (L)
CBM-GR11672 (L)

CBM-GR10391 (H)

CBM-GR12311 (H)
CBM-GR12317 (H)
CBM-GR12320 (D)

CBM-GR12265 (H)
CBM-GR12266 (D)

図 9．葉山層群北列（North Belt）及び南列（South Belt）に産出する蛇紋岩に含まれるクロムスピネルの組成（高橋・荒井 , 2010）．
組成範囲は，MK：嶺岡帯，HY：葉山帯，KB：小仏帯，ST：瀬戸川帯，P-MK：古嶺岡帯，F：不動岩岩体（荒井ほか , 1983, 
1990）．岩石種は，L：レールゾライト，H：ハルツバーガイト，D：ダナイト．標本番号（CBM-GR）は千葉県立中央博物館収蔵
資料登録番号．
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（4）深成岩類

　房総半島嶺岡帯においては、深成岩類が比較的多く産出
する。閃緑岩類が比較的サイズの大きい岩体（長径数 10 m）
として存在するほか、斑れい岩類が主として蛇紋岩類に取
り込まれた産状（長径数 m 以下）で産出する。海岸や河
床の転石としてもかなりの量が見出される。
　三浦半島では、江藤ほか（1998）が葉山層群北列の横須
賀市池上四丁目及び同市衣笠の蛇紋岩体に伴って角閃岩

（角閃石斑れい岩の可能性あり）が角礫状に含まれること
を示しているほか、浅見ほか（1992）では南列北縁の横須
賀市野比海岸の北武断層破砕帯近傍の転石として、斑れい
岩（図 8-M, N）、角閃石岩、ランプロファイアー等を報告
している。門田ほか（1988）は蛇紋岩礫岩中に斑れい岩礫
を見出し、輝石を主体とする斑れい岩を報告している。こ
のほか、野比海岸南方の野比川河口、長沢川河口、津久井
川河口付近の海岸でも斑れい岩類の転石が認められるほ
か、三浦半島西岸の葉山町森戸海岸、白石海岸でも転石が
認められ、葉山層群分布域（剪断帯）には普遍的に斑れい
岩類が含まれることが推測される。しかも、転石では斑れ
い岩類の鉱物組成にかなりのバリエーションが見られ（か
んらん石を含む斑れい岩、輝石斑れい岩、石英閃緑岩、トー
ナル岩（図 8-O, P）なども見られる）、房総半島嶺岡帯の
斑れい岩類のバリエーションに匹敵する。
　岩石学的な検討は少なく、江藤ほか（1998）が横須賀市
衣笠の角閃岩について角閃石、斜長石、磁鉄鉱の鉱物化学
組成を報告し、嶺岡帯の斑れい岩中の角閃石との類似性を
示している。高橋（2009）も、横須賀市池上の角閃岩（角
閃石斑れい岩、図 8-K, L）１点の全岩化学組成を分析し、
嶺岡帯の斑れい岩類と組成が類似することを示している。

（5）遠洋性堆積岩類

　火成岩類ではないが、オフィオライト様岩類の構成要
素の 1 つとして、遠洋性堆積岩類が挙げられる。房総半
島嶺岡帯では嶺岡層群白滝層と呼ばれ、層状をなす石灰
質～珪質頁岩がややまとまった岩体として各所に分布し
ている。直線上に点在する場合があり、これらも火成岩
類と同様に断層帯中の大型の構造岩塊とみなされる。年
代は、古第三紀始新世のものが多いが、古第三紀暁新世
や新第三紀中新世のものも報告されている（Mohiuddin & 
Ogawa, 1996, 1998a, 1998b）。三浦半島では、これらの岩石
の産出はほとんど報告されていないが、やはり海岸の転
石として認められる場合があり、他のオフィオライト様
岩類とともに潜在的に含まれている可能性がある。この
岩体を含め、三浦半島では、層序上房総半島の嶺岡層群
に相当する地層群（古第三紀～新第三紀中新世前期で保
田・葉山層群と一部同時異相）の存在は示されないこと
が一般的だが、小規模な岩塊として、普遍的に存在して
いる可能性があると言える。

5. 三浦層群（南部）

（1）層序

　上部中新～鮮新統三浦層群（Miura Group）は、武山断
層以南の三浦半島南部（三浦市～横須賀市南部）、2 列の
葉山層群に挟まれた三浦半島中部（横須賀市秋谷～大楠
山～久里浜）、三浦半島北部（鎌倉市～逗子市～横須賀市

観音崎）に分布する（図 1）。三浦半島南部の三浦層群は、
下位より、主に泥岩とスコリア凝灰岩の互層からなる三
崎層（Misaki Formation）（図 10-A）と、スコリア質及び軽
石質の粗粒砂岩からなる初声層（Hatsuse Formation）（図
10-B）に区分される（小玉ほか , 1980; 鈴木ほか , 1995; 江
藤ほか , 1998）（図 3）。三崎層上部の火砕岩に富む部分は、
油壺火砕岩層（赤嶺ほか , 1956）や三崎層上部層（油壷部層）

（森・小川 , 2019）と呼ばれる場合がある。竹内ほか（2015）
は三崎層を三浦層群から独立させ、三浦層群は初声層のみ
から構成される層序を示した。これは、三崎層が房総半島
の西岬層に相当し、プレートの沈み込みに伴う付加体と解
釈されること、初声層が房総半島の南房総層群に相当し、
付加体を覆う海溝陸側斜面堆積物と解釈されることに基
づく。しかし、これらの地質体の解釈は研究者間で相違が
あり、地質体の解釈と岩相層序区分は必ずしも一致しない。
例えば、高橋（2008）は三崎層を海溝～海溝陸側斜面に堆
積した堆積物と解釈している。また、従来の地質図（江藤
ほか , 1998）で三崎層が分布するとされる横須賀市佐島の
地層について、Yamamoto et al. （2017）と山本ほか（2017）
は海溝斜面堆積物として図示し、森・小川（2019）は付加
体かどうか未解決としている。
　 な お、 初 声 層 の 英 文 表 記 と し て Hatsuse Formation

（Yamamoto et al., 2000, 2009 など）と Hasse Formation（Soh 
et al., 1989, 1991; Stow et al., 1998; Mazumder et al., 2016, 
2018; 森・小川 , 2019）の2通りが見られる。初声層の模式地、
三浦市初声町の読みは「みうらしはっせまち」だが、初
声層に相当する「鎌倉累層初声凝灰角礫岩および凝灰質
砂岩層」を命名した赤嶺ほか（1956）が Hatuse Member と
表記していること、5 万分の 1 地質図幅（小玉ほか , 1980; 
三梨・菊地 , 1982; 江藤ほか , 1998; 川上・宍倉 , 2006 など）
ではヘボン式のローマ字を用いて地層名を英文表記して
いることから、本稿では Hatsuse Formation を用いる。
（2）年代

　三崎層からは、中期中新世の末期から後期中新世を示す
放散虫化石（RN6 帯の下部～ RN7 帯の下部）（鈴木・蟹江 , 
2010, 2012a）、中期中新世から前期鮮新世を示す石灰質ナ
ノ化石（CN5b? ～ CN10c 帯）（蟹江ほか , 1991）が得られ
ている。三崎層下部の鍵層 Mk [ 三崎 ] で 9.90+0.10-0.22 
Ma、三崎層上部の鍵層 So [ 塩汲 ] で 4.7+0.18-0.16 Ma の
U-Pb 年代が報告されている（柴田ほか , 2008）。また、Mk
からは 8.5 ± 0.8 Ma、So からは 6.0 ± 1.0 Ma の K-Ar 年代
も得られている（岡田ほか , 1991）。これらの放射年代は
石灰質ナノ化石年代や放散虫化石年代と概ね矛盾しない。
鈴木・蟹江（2012a）は放散虫化石年代（RN6 ～ RN7 帯）
に基づき、藤沢市江の島東部の聖天島付近に分布する火砕
岩層と、茅ケ崎市沖の姥島エボシ本島に露出するスコリア
とスコリア質泥岩の互層を三崎層相当としている。
　初声層には年代を決定できる化石の産出やテフラ鍵層
が乏しいが、So の上位約 200 m の初声層より、前期鮮新
世を示す石灰質ナノ化石（CN10c 帯）が報告されている（蟹
江ほか , 1991）。三浦市下宮田付近の初声層からは後期中新
世を示す浮遊性有孔虫化石が報告されているが（山口ほか , 
1983）、蟹江（2012b）はこの付近の地層を三崎層としている。
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図 10．三浦層群（南部）の露頭（撮影者：柴田健一郎（H を除く））．
 A: 三崎層の泥岩とスコリア凝灰岩の互層．鍵層 So を挟み，関東ローム層に不整合に覆われる．横須賀市荒崎公園（35°11'38.9"N, 
 　139°36'04.4"E）．
 B: 初声層の斜交層理．三浦市三崎町小網代油壺（35°09'43.1"N, 139°36'39.3"E）．
 C: 三崎層の典型的なスコリア凝灰岩（トリパータイト Tripartite, Soh et al., 1989）．I ～ III は本文参照．横須賀市荒崎公園
 　（35°11'46.2"N, 139°35'59.3"E）．
 D: 侵食面（破線）を基底として三崎層に重なる初声層．初声層には大型の斜交層理が発達する．三浦市三崎町小網代油壺
 　（35°09'37.2"N, 139°36'42.1"E）．
 E: 三崎層のデュープレックス構造．液状化に起因するインジェクタイトのブロックとして取り込まれている（山本ほか , 1998）．
 　三浦市三崎町諸磯黒鯛込（35°09'01.0"N, 139°36'48.7"E）．
 F: 三崎層のスランプ構造．神奈川県指定天然記念物「三浦市海外町のスランプ構造」．露頭北西側のスランプ褶曲は，北西から
 　南東への海底地すべり（破線がすべり面）による変形と解釈されている（Yamamoto et al., 2009）．三浦市海外町（35°08'53.8"N, 
 　139°37'00.7"E）．
 G: 三崎層のインジェクタイト（注入構造）．成層したスコリア凝灰岩と泥岩の互層に液状化に起因したスコリア凝灰岩とそれに
 　取り込まれた泥岩や凝灰岩のブロックが貫入している．三浦市浜諸磯（35°09'11.5"N, 139°36'31.8"E）．
 H: 三崎層のインブリケート衝上断層（Imbricate thrust）（黄破線）．城ヶ島衝上断層（Jogahima Thrust）と呼ばれる（Yamamoto 
 　et al., 2005）．三浦市城ヶ島（35°08'05.1"N, 139°36'34.4"E）．PPG 湘南平塚撮影．
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（3）堆積プロセス

　三崎層下部から得られた底生有孔虫群集に基づき、三
崎層の堆積深度は中部漸深海帯下部（水深 850 ～ 1,900 m）
ないし深海帯（水深 3,500 m 以深）と考えられている（秋
元ほか , 1991）。一般的に、三崎層の泥岩は半遠洋性泥岩 

（Soh et al., 1989; Stow et al., 1998）、スコリア凝灰岩はター
ビダイトまたは降下火砕堆積物 （Lee & Ogawa, 1998; Stow 
et al., 1998） と解釈される。Soh et al. （1989）は三崎層のス
コリア凝灰岩を 3 層に区分しトリパータイト（Tripartite）
と呼び、下部から、火口が海面下にあったときの火砕サー
ジ堆積物（I）、火口が海面上に出現した際の降下火砕堆
積物（IIa ～ IIc）、細粒な火山ガラスや火山灰が浮遊状態
から沈積した堆積物（III）、と解釈した（図 10-C）。ただ
し、Stow et al. （1998）は Soh et al.（1989）のトリパータイ
トについて、タービダイトまたは土石流堆積物の可能性
を指摘している。三崎層には底層流の影響を受けたコン
ターライトが含まれると解釈され、Stow et al. （1998, 2002）
は半遠洋性泥岩に、Lee & Ogawa （1998）はスコリア凝灰
岩上部に底層流の影響が認められるとしている。また、
Mazumder & Arima （2013）は三崎層に含まれる細粒な平行
葉理砂岩について、葉理の層厚が下部から上部に向かって
変化することから潮汐リズマイトと解釈した。三崎層のス
コリアの起源は、スコリアの化学組成が八丈島や伊豆大島
の玄武岩の化学組成に類似することから、伊豆・小笠原
弧と解釈される（谷口ほか , 1991; 有馬ほか , 1991; 小川ほ
か , 1992）。これらから、三崎層は伊豆・小笠原弧の前弧
側の深海底に堆積した地層と考えられている （Ogawa et al., 
1985; Soh et al., 1991; Hanamura & Ogawa, 1993; Lee & Ogawa, 
1998; Stow et al., 1998）。
　初声層の堆積プロセスについては研究者間で見解が異
なる。初声層にはセット高が最大で 5 m に達する大型
の斜交層理が発達する（図 10-B）。この特徴に基づき、
潮流やストーム、波浪の影響を受けた浅海堆積物（早
川 , 1989; Stow et al., 1998）、ファンデルタ堆積物（Stow 
et al., 1998）、陸上の扇状地を構成する網状河川堆積物

（Mazumder et al., 2018）、黒潮の影響を受けた海流堆積物
（Soh et al., 1991; 柴田・伊藤 , 2013; 宮澤ほか , 2018）といっ
た解釈がなされている。また、初声層下部の一部にはター
ビダイトが含まれるが（Soh et al., 1991; 宮澤ほか , 2018, 
2019）、研究者によってはそれらのタービダイトを三崎層
に区分している場合がある（Yamamoto et al., 2000, 2005; 
森 , 2019）。
　三崎層と初声層の境界については、整合または側方指
交関係とする考え（小玉ほか , 1980; 江藤ほか , 1998）と、
不整合とする考え（Yamamoto et al., 2000; Yamamoto, 2006）
がある。宮澤ほか（2018）は、三崎層から初声層へ岩相が
徐々に粗粒化する場合と、初声層を特徴づける斜交層理の
発達した粗粒堆積物が明瞭な侵食面を基底として急激に
発達する場合（図 10-D）があるとし、明瞭な境界面はス
ランプスカーに相当するとした。

（4）三浦房総付加体

　三崎層には衝上断層による地層の繰り返し、デュープ
レックス構造（図 10-E）などの剪断構造や、スランプ構
造（図 10-F）、注入構造（図 10-G）などが顕著に見られ

る （Hanamura & Ogawa, 1993; 山本ほか , 1998; Yamamoto et 
al., 2000, 2005, 2009, 2017; Yamamoto, 2006; Mazumder et al., 
2016）。そのため、伊豆・小笠原弧の前弧域に堆積した後、
フィリピン海プレートの沈み込みにともなって本州弧に
付加したと解釈され、三浦付加体、または房総半島の西岬
層と合わせて三浦房総付加体と呼ばれている （Ogawa et al., 
1985, 2008; Hanamura & Ogawa, 1993; Yamamoto et al., 2000, 
2005, 2009, 2017; Yamamoto, 2006; 山本ほか , 2017）。また、
三崎層を覆う初声層は剪断構造が顕著に発達せず、海溝陸
側斜面堆積物と解釈されている（高橋 , 2008; Yamamoto et 
al., 2005）。三浦房総付加体は構造的に、下位よりデコルマ
ン・ゾーンに相当するインブリケート衝上断層（Imbricate 
thrust）（図 10-H）、剪断変形が集中して観察される衝上断
層ユニット（Thrust unit）、スランプ堆積物や液状化にとも
なうインジェクタイトが発達する上部コヒーレントユニッ
ト（Upper coherent unit）（図 10-F, G）に区分され（Yamamoto 
et al., 2005）、それぞれの間隙率や粒子配列の特徴が検討さ
れている （Yamamoto, 2006）。三浦半島の上部コヒーレント
ユニットに発達するスランプ堆積物は、堆積直後に海底下
数メートル程度のごく表層で生じた泥質堆積物の海底地す
べりに起因すると考えられている（Yamamoto et al., 2009; 
山本 , 2010）。また、スランプ堆積物に関連したコンボルー
ト層理には、当時の海底斜面の等高線に平行と考えられる
面構造が発達する （Yamamoto, 2014）。液状化した火山砕屑
物とそれに取り込まれたブロックが貫入したインジェクタ
イトには、ダイク状、シル状、ラコリス状のものが認め
られる（大木ほか , 2018）。ビトリナイト反射率に基づい
た三浦房総付加体の最高被熱温度は 50℃以下、埋没深度
は 1 km 程度であり、埋没深度が浅く、テクトニックメラ
ンジュが発達しないはぎ取り型の付加体と考えられている

（Yamamoto et al., 2005, 2017; 山本ほか , 2017）。
　なお、三浦半島は三崎層の堆積以降、丹沢山地や伊豆
半島の本州弧への衝突の影響を受け、時計回りにおよそ
15°から 45°、横須賀市荒崎地域では約 80°回転したこ
とが明らかとなっている （Yoshida et al., 1984; Kanamatsu & 
Herrero-Bervera, 2006）。

6. 三浦層群（中部・北部）

（1）層序

　三浦半島中部と三浦半島北部に分布する三浦層群は、
下位より、主に泥岩からなり中粒～極細粒砂岩や凝灰岩
を挟む逗子層（Zushi Formation）（図 11-A）と、火山砕
屑岩または火山砕屑岩と凝灰質泥岩の互層からなる池子
層（Ikego Formation）（図 11-B）に区分される（鈴木ほか , 
1995; 江藤ほか , 1998）（図 3）。三浦半島中部の逗子層基底
部を構成するとみられる凝灰質砂礫岩は下山口砂礫岩部
層（Shimoyamaguchi Sandstone and Conglomerate Member）、
三浦半島北部の逗子層の基底に発達し、葉山層群を不整合
に覆う礫岩とその上位に重なる凝灰質粗粒～細粒砂岩は
田越川砂礫岩部層（Tagoegawa Sandstone and Conglomerate 
Member）（図 11-C）と呼ばれる（江藤ほか , 1998）。池子
層のうち、凝灰質粗粒砂岩及び火山礫凝灰岩からなる部分
は鷹取山火砕岩部層（Takatoriyama Volcaniclastics Member）

（図 11-D）、火山火砕岩と逗子層由来の泥岩がスランピン
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図 11．三浦層群（北部・中部）の露頭（撮影者：柴田健一郎）．
 A: 逗子層の泥岩と凝灰質砂岩の互層．横須賀市若松町（35°16'41.0"N, 139°40'19.2"E）．
 B: 池子層の火山砕屑岩と凝灰質泥岩の互層．横須賀市観音崎（35°15'22.3"N, 139°44'41.7"E）．
 C: 葉山層群鐙摺層と三浦層群逗子層田越川砂礫岩部層の不整合（破線）．神奈川県指定天然記念物「鐙摺の不整合を示す露頭」．
 　逗子市桜山（35°17'10.3"N, 139°34'22.1"E）．
 D: 池子層鷹取山火砕岩部層の凝灰質粗粒砂岩及び火山礫凝灰岩．横須賀市鷹取山（35°18'21.9"N, 139°36'51.0"E）．
 E: 逗子層下部に挟まれる鍵層 Ok．ゴマシオ状凝灰岩 Ok1 ～ Ok4 とスコリア凝灰岩 Oksco からなる（江藤ほか , 1998）．Ok1 は
 　断層により重複している．横須賀市阿部倉（35°15'19.9"N, 139°38'02.2"E）．
 F: 逗子層のタービダイト．横須賀市野比海岸（35°12'40.3"N, 139°42'34.7"E）．
 G: 平行層理と緩く傾斜する斜交層理が発達する池子層の癒着したタービダイト．平行層理はトラクションカーペット堆積物と
 　解釈され，高密度混濁流起源と考えられる（柴田ほか , 2019）．横須賀市観音崎（35°15'32.0"N, 139°44'35.2"E）．
 H: 池子層から産出したアケビガイ Archivesica kawamurai．YCM-GP1974（横須賀市博物館古生物資料）．横須賀市観音崎
 　（35°15'32.0"N, 139°44'34.5"E）．
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グによって不規則な地質構造を呈する部分は神武寺火砕
岩泥岩部層（Jimmuji Volcaniclastics and Mudstone Member）
として細分されている（江藤ほか , 1998）。蟹江ほか（2008）
は池子層でシルト岩が卓越する部分を Ikn，火山砕屑岩が
卓越する部分を Ikt，Ikt の一部でスランプ堆積物を含む部
分を Iks と細分している。池子層上部と上総層群基底の岩
相が類似することから、池子層と上総層群の境界について
は研究者間で見解が異なっている。例えば、鍵層 KGP に
ついて、稲垣ほか（2007）は浦郷層と野島層に、蟹江ほか

（2008）、蟹江（2012b）、柴田（2012）は池子層に挟在する
としている。

（2）年代

　逗子層からは後期中新世から前期鮮新世を示す石灰質
ナノ化石（CN9 帯～ CN10c 帯）（江藤ほか , 1987; 蟹江ほか , 
1991）と、同じく後期中新世から前期鮮新世を示す放散虫
化石（RN9 帯）（鈴木・蟹江 , 2013）が得られている。鍵
層 Ok [ 大楠山 ] は房総半島の三浦層群天津層に挟まれる
鍵層 Am78 に対比され、天津層のサンプルに基づき 6.3 ±
0.4 Ma の FT 年代が見積もられている （Kasuya, 1987）。鍵
層 Hk [ 東小路 ] では 3.7 ± 0.6 Ma （Yoshida et al., 1984）や 5.0
± 0.3 Ma （Kasuya, 1987） の FT 年代、4.1 ± 0.6 Ma （Saito et 
al., 1997） や 5.2 ± 0.6 Ma（岡田ほか , 1991）の K-Ar 年が
求められている。
　池子層からは前期鮮新世の後期から後期鮮新世の後期
を示す放散虫化石（RN10 帯～ RN12 帯下部）が産出する（岡
田 , 1993; 鈴木・蟹江 , 2010, 2012b）。ただし、鈴木・蟹江

（2012b）が前期鮮新世の後期から後期鮮新世（RN11 帯～
RN12 帯下部）とした放散虫化石産地（鎌倉市北東部、鎌
倉市東部～横浜市南東部、横浜市南東部）は、従来の地質
図（三梨・菊地 , 1982; 江藤ほか , 1998）では上総層群とさ
れている。

（3）堆積プロセス

　逗子層や池子層には、三浦半島南部に分布する三崎層
に比べて衝上断層やデュープレックス構造などの剪断構
造が発達しない。さらに三浦半島中部の葉山層群は後期
中新世には外縁隆起帯として機能していたと解釈される
ため、北部に分布する逗子層や池子層、ならびに中部に 2
列の葉山層群に挟まれて分布する逗子層は本州弧の前弧
海盆堆積物と考えられている（Soh et al., 1991; 高橋 , 2008; 
Yamamoto et al., 2017; 山本ほか , 2017）。
　三浦半島北部の逗子層は葉山層群を不整合に覆い、そ
の不整合は田越川不整合と呼ばれ、基底礫岩である田越
川砂礫岩部層が重なる（図 11-C）。一方、三浦半島中部の
逗子層の基底には下山口砂礫岩層が発達するが、葉山層
群とは断層関係であることが多い（江藤ほか , 1998）。逗
子層基底の砂礫岩層には軟体動物化石や魚類化石が含ま
れ、Shikama （1973）、田中（2001）、三井（2011）などに
よって化石の記載が行われている。基底礫岩を構成する礫
は、葉山層群由来の堆積岩類や細粒凝灰岩からなる（平田 , 
2017）。田越川不整合と田越川砂礫岩部層、下山口砂礫岩
部層について総括した平田ほか（2012）は、フィリピン海
プレートの本州弧への沈み込みに伴って葉山層群が外縁
隆起帯として機能し始めることより、田越川不整合が形成
された可能性を指摘している。しかし、これらの基底礫岩

や不整合が形成された水深や形成プロセスなど不明な点
が多く、今後検討すべき課題となっている。
　逗子層主部を構成する泥岩とそれに挟在する砂岩は、
それぞれ半遠洋性泥岩とタービダイトと解釈されている
が（Soh et al., 1991; 高橋ほか , 2016）（図 11-F）、堆積プロ
セスや堆積環境について十分に検討されていない。逗子
層主部からは上部漸深海帯～中部漸深海帯（水深 170 ～
1,900 m）（江藤ほか , 1987）、または下部漸深海帯（水深 1,700
～ 3,500 m）（秋元 , 1993）を示す底生有孔虫化石が報告さ
れている。
　池子層には火山砕屑物が多く含まれ、その給源火山は
極めて近くに存在したと考えられているが（江藤ほか , 
1998）、詳しい給源は明らかとなっていない。江藤ほか

（1987）は池子層下部と上部からそれぞれ上部漸深海帯下
部（水深約 500 m）と上部漸深海帯下部～中部漸深海帯

（水深 500 ～ 1,900 m）を示す底生有孔虫化石群集を、秋
元（1993）は池子層上部から中部漸深海帯下部（水深 850
～ 1,900 m）を示す底生有孔虫群集を報告している。Soh 
et al. （1991） は池子層の岩相を堆積物重力流と海底地すべ
りよって堆積した火山砕屑岩ユニット（volcaniclastic unit）

（江藤ほか , 1998 の鷹取山火砕岩部層と神武寺火砕岩泥岩
部層、蟹江ほか , 2008 の Ikt と Iks に相当）と、薄い火山
砕屑岩と凝灰質泥岩の互層からなるタービダイトユニッ
ト（turbidite unit）（江藤ほか , 1998 の池子層主部、蟹江ほ
か , 2008 の Ikn に相当）に区分した。火山砕屑岩ユニット
は逗子市池子周辺に分布し、北北西−南南東方向の海底
谷を埋積したチャネル充填堆積物と考えられている（Soh 
et al., 1991; 蟹江 , 1993）。柴田ほか （2019）はタービダイ
トユニットに相当する横須賀市観音崎の池子層に基づき、
タービダイト、降下火砕堆積物、半遠洋性泥岩を記載した。
薄いタービダイトや半遠洋性泥岩の互層は海底扇状地の
レビー・オーバーバンク堆積物、癒着した火山礫凝灰岩
からなるタービダイト（図 11-G）は海底扇状地を構成す
るチャネル充填堆積物と解釈されている。
　逗子市池子周辺の火山砕屑岩や海底地すべりに起因す
る巨大なブロックからは、シロウリガイ類を中心とする化
学合成生物群集の化石産地が多数報告されている（Shikama 
& Masujima, 1969; Niitsuma et al., 1989; 平田ほか , 1991; 横浜
防衛施設局 , 1993; Majima et al., 2005）。Amano & Kiel （2010）
は逗子市池子から産出するシロウリガイ類について、ア
ケビガイ Archivesica kawamurai と A. shikamai に同定した。
アケビガイは横須賀市観音崎の池子層からも左殻 1 点が報
告されている（柴田ほか , 2019）（図 11-H）。
　池子層は一般的に下位の逗子層を整合に覆うが、池子層
神武寺火砕岩泥岩部層では海底地すべりによる滑動面を
もって逗子層を覆うと考えられている（蟹江 , 1993; 江藤
ほか , 1998）。蟹江（1999）は池子層を上総層群基底の黒
滝不整合の形成に先立つ、凝灰岩からなるイベント堆積物
と解釈している。

7. 房総半島との対比

（1）房総半島南部の地質概略

　房総半島南部の地質は、嶺岡帯を中心とし、それより北
側及び南側の 3 つの地質区に大きく分けられる。テクト



86

ニックな観点からみると、嶺岡帯はプレートの沈み込み帯
近傍の外縁隆起帯に相当し、嶺岡帯より南側は海溝陸側斜
面に、嶺岡帯より北側は前弧海盆に相当する。
　嶺岡帯には、房総半島で最も時代の古い地層群（嶺岡層
群）が分布するほか、蛇紋岩類、玄武岩類などのオフィオ
ライト様岩類の産出でも特徴づけられる。地形としても、
東西方向の山稜や河川流路が卓越するほか、地すべり性の
緩傾斜地形が広く分布するなど、房総半島の他の地域と比
べて特異である。
　嶺岡帯より北側の地域は、中期中新世初頭から第四紀に
かけてのほぼ連続した地層の重なり（三浦層群・上総層群・
下総層群）から構成される。一方、嶺岡帯より南側の地域は、
構成する地層の時代は北側地域と共通するものの、断層や
褶曲が発達し、地層の変形が進んでいる。
　これらの 3 つの地質区は、三浦半島とほぼ共通する。三
浦半島で嶺岡帯に相当するのは、主として葉山層群が分布
する地域である。古くから房総半島との類似性が報告され、
両者を合わせて、「葉山−嶺岡隆起帯」、「葉山−嶺岡構造帯」
などと呼ばれている。
　葉山帯の南方と北方は、やはりほぼ同じ時代の地層が分
布し、かつては後期中新世から鮮新世の地層は三浦層群と
一括されていたが、近年は、地質構造や形成環境（海溝陸
側斜面と前弧海盆）の違いから、別個の地層群として扱わ
れるケースが増えている（高橋 , 2008 など）。

（2）保田層群と葉山層群

　三浦半島の葉山層群に対比されるのが房総半島の保田
層群（Hota Group）であり、層群全体の大局的な岩相や形
成年代はよく類似する。プレートの沈み込みの作用を受け
て形成された付加体の性質を持つ地層群とされ（小川・石
丸 , 1991）、両者ともに地層の変形が著しく、細かい累層
区分は研究者によって異なり、各半島内でも一致しない。
　房総半島の保田層群は、河井（1957）、中嶋ほか（1981）、
鈴木ほか（1990）、斎藤（1992）などにより区分されているが、
累層区分はほとんど一致せず、各累層の対比も不明なこと
が多い。場合によっては、上下関係が逆転して捉えられて
いる場合も認められる。もともと付加体の性質を持ち、大
小の断層による地層の繰り返しが多いことに加えて、微化
石の産出が乏しく、年代によって前後関係（上下関係）を
捉えるのも難しい状況である。以上を鑑みて、あえて累層
区分を行わず保田層群と一括する場合もある（高橋 , 2008
など）。
　以上のことから、保田層群と葉山層群の累層レベルでの
対比は困難であると言える。ただし、三浦半島の立石に分
布する矢部層（暗緑色凝灰岩）は岩相が特異であり、房総
半島における荒島層と対比される。産状として、両者とも
に蛇紋岩類と接して存在することが多く、蛇紋岩類のテク
トニックな貫入突出の過程と密接に関係している可能性
があり、葉山−嶺岡帯の発達史を考える上で重要な地層と
言える。房総半島においても荒島層と他の保田層群との関
係は明らかではなく、荒島層は断層に沿って断片的に分布
するのに対して、他の保田層群は広く面的に分布するなど
産状が異なっており、同一の地層群とは考えにくい状況で
ある。
　葉山層群森戸層の年代に関しては、前期中新世の微化石

年代が報告され（Kurihara, 1971; 沢村 , 1973; 沢村・中嶋 , 
1980; 鈴木 , 2012）、房総半島の保田層群と共通であること
を示している。一方、鈴木（2012）は横須賀市野比海岸に
分布する衣笠層の放散虫化石年代を報告し、中期中新世初
期としている。この年代は房総半島では三浦層群木の根層
に相当する年代である。房総半島では、木の根層の主要な
分布地域は嶺岡帯の北方であるが、嶺岡帯の南方でも、南
縁に接して木の根層（相当層）が分布することが示されて
おり（齋藤 , 1992）、野比海岸の地層はこれらの延長の可
能性がある。木の根層は泥岩を主体とし、薄い砂岩層を挟
み、白色ガラス質のテフラをしばしば挟み、スコリア質テ
フラを含まないのが特徴で、野比海岸に露出する地層の岩
相と類似する。濱田・近藤（2009）でも、三浦半島西岸の
横須賀市長坂で武山断層の南側のボーリングコア中に、木
の根層相当層の存在を報告しており、葉山層群の南縁に
沿って同層が広く存在している可能性を示している。葉山
帯の南方では葉山層群と木の根層相当層が連続して堆積
しているのかもしれない（房総半島の安房層群（中嶋ほか , 
1981）に対応する）。今後の詳細な層序や地質構造の検討
が必要であろう。
　一方で、江藤ほか（1998）は衣笠層が時代の異なる複数
の地層が混在したオリストストロームであると報告して
いる。これは堆積性の成因と見なしているが、高橋ほか

（2016）は衣笠層を房総半島の保田層群の剪断帯に対比し、
複数の地層群が混在することは共通であるが構造性の成
因と考えている。いずれにしろ、これらの構成要素の中に、
中期中新世初期の地層（房総半島の木の根層相当層）も含
まれる可能性が高いということになる。
（3）三浦層群

1）層群名について

　かつては、三浦半島及び房総半島に分布する黒滝不整
合以前の中期中新世から鮮新世の地層は、泥岩を主体と
し砂岩や火砕岩を頻繁に挟むという岩相の類似性もあり、
すべて三浦層群と一括されていた。しかし、近年のテク
トニクスを考慮した地質構造発達史の観点から、前述の
ように、葉山−嶺岡帯を境にして、その南方（海溝陸側
斜面）と北方（前弧海盆）では堆積場や構造変形の性質
が異なることから、別の地層群として位置づけられるよ
うになってきている。そのため、三浦半島では、南方は

「三浦層群」のままで、北方の三浦層群を、高橋（2008）
は「安房層群」と、蟹江ほか（2012b）は「鎌倉層群」と、
異なる層群名で呼ぶことを提唱した。房総半島でも、高
橋（2008）は嶺岡帯南方を「三浦層群」とし、北方を「安
房層群」を呼んだが、南方では「西岬層」（付加体）及び「南
房総層群」（被覆層）と別の層群名も使用されている（川
上・宍倉 , 2006）。もともと「安房層群」の名称が保田層
群と三浦層群を合わせた地層群名として使用されており

（中嶋ほか , 1980）、保田層群や葉山層群を独立させたい場
合は「（両者を合わせたものである）安房層群」は使いに
くいこと（ただし、高橋（2008）は安房層群と保田層群（保
田ユニット）を分けている）、「安房」という名称が本来
は房総半島の南部地域の地名であることなどから、嶺岡
帯北方ではいまだに「三浦層群」の名称を使うケースも
多い（高橋ほか , 2016 など）。このように、近年では、同

K. Shibata et al.
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じ「三浦層群」の名称が、三浦半島では南方（海溝陸側斜面）
の、房総半島では北方（前弧海盆）の地層群を指すケー
スが多く、混乱を生じさせている。本報告では、混乱を
避け、「南部の三浦層群」、「中・北部の三浦層群」と従来
の共通の層群名を使用している。今後、三浦・房総半島
全体を見通した整理が必要であろう。
2）三浦層群の層序

　三浦半島と房総半島では、地質構造は大局的には共通
するものの、構成する地層の性質や年代に相違が見られ
る。
　三浦半島の葉山帯より北方の三浦層群は田越川砂礫岩
部層を基底としてほぼ後期中新世以降の地層しか存在し
ないが（逗子層及び池子層：鍵層 Ok 層準より上位）、房
総半島では田越川砂礫岩部層に対比される千畑礫岩層の
下位にも中期中新世の地層（佐久間層・木の根層・天津層）
が広く存在している。三浦半島では中期中新世に堆積の
休止（陸化）があったのか、それとも、地層がのちに大
きく削剥されたのか、検討が必要である。
　なお、三浦半島の中・北部の三浦層群のうち、前述の
層序は北部のものであるが、中部の三浦層群（逗子層）
については、鍵層 Ok が挟在される位置と地質構造をみる
と、より下位の層準が割合に広く露出しているように見
える（江藤ほか , 1998 など）。どの程度下位の層準まで露
出するか、テフラ鍵層や微化石年代等の詳細な調査が必
要であろう。
　房総半島の嶺岡帯南方の三浦層群については、近年はプ

レートの沈み込み帯に近い海溝陸側斜面で形成されたと
考えられており（川上・宍倉 , 2006）、同じ泥岩主体の地
層でも、海溝付近で堆積した後、沈み込みの力を受けて変
形しつつ陸側に押しつけられた付加体に相当する地層と、
海底斜面上でそれらの付加体の上を覆って堆積した変形
の少ない被覆層が存在することが指摘され、付加体の地層
を「西岬層」、被覆層の地層を「南房総層群」（石堂層、岩
井袋層など）として区別した（川上・宍倉 , 2006）。三浦
半島では、竹内ほか（2015）は、武山断層以南の三崎層相
当層をすべて西岬層（付加体）に対比した。しかし、森・
小川（2019）は横須賀市佐島に分布する三崎層を付加体と
は確実に認定できないとしている。
　微化石年代によれば、蟹江ほか（1991）、蟹江・服部

（1991）では、葉山帯より南方の三浦層群の年代はほとん
どがCN9帯（鍵層Ok層準）より新しく、より古い地層（CN5b
～ 9 帯）が分布するのは三浦市宮川周辺のみであることを
示している。一方、房総半島の嶺岡帯より南方では、多く
の三浦層群相当層が CN4 ～ 9 帯である（斎藤 , 1992; 川上・
宍倉 , 2006）。
　以上のように、同じ葉山−嶺岡帯南方の三浦層群相当層
でも、三浦半島と房総半島で地層の形成過程が異なる可能
性がある。次節に述べるテフラ鍵層による対比なども含め
て、より詳細な検討が求められる。
3）テフラ鍵層

　葉山−嶺岡帯の北方では、代表的なテフラ鍵層とし
て「Ok」と「Hk」があり、三浦半島から房総半島にかけ

表 1．三浦半島及び房総半島の三浦層群の鍵層対比．

B C D B C E D E D B E F D H B E F D G A D I

Hk Hk Hk Ar104(So) Hk Hk So (Sj20) Hk Hk Ky21(Hk)

So So So So So Bg? Bg

Mr Mr Mr Ar75(Mr) Mr

Bs Bs Ar34(Bs) Bs
Kn

Ok Ok Ok Ok Ok Ok Ok Ok Ok Am78(Ok)

So So So So So So So So So

Mr Mr Mr Mr Mr Mr Mr Mr

Bs Bs Bs Bs Bs Bs Bs Bs

Ns Ns Ns Nt Ns Nt

Mk Mk Mk Mk

Bm Bm Bm

Tz Tz Tz

［出典］ ⽯灰質ナノ化⽯帯
A ⽇本油⽥・ガス⽥図3「横須賀」（⽮崎・三梨, 1962）
B ⽇本油⽥・ガス⽥図6「三浦半島」（三梨・⽮崎, 1968） CN10b
C 5万分の1地質図幅「三崎」（⼩⽟ほか, 1980）
D 蟹江ほか（1991） CN9
E 「東京湾とその周辺地域の地質（第2版）」（鈴⽊ほか, 1995）
F 5万分の1地質図幅「横須賀」（江藤ほか, 1998） CN7b
G 森・⼩川（2019）
H 森（2019）
I 5万分の1地質図幅「鴨川」（中嶋ほか, 1980）・同「富津」（中嶋・渡辺, 2005）

嶺岡帯北方
葉山帯南方

城ヶ島 三崎－菊名 諸 磯 荒　崎 佐　島
葉山帯北方
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て、数多くの地点で確認され対比されている（表 1）。房
総半島では鍵層 Ok は天津層中に挟在し、天津層中の鍵層
の 1 つとして「Am78」の別名が与えられている。天津層
中の鍵層は Am1 ～ Am101 が記載されている（中嶋ほか , 
1981）。同様に鍵層 Hk は清澄層中の「Ky21」の別名があ
り、清澄層中では Ky1 ～ Ky27 が記載されている。一方、
三浦半島では、鍵層 Ok、Hk ともに逗子層中に挟在され、
矢崎・三梨（1962）では、これらのほかにも、多数の鍵
層を認定しているが、これらと房総半島の鍵層 Ok（Am78）、
Hk（Ky21）以外の鍵層との対比はまだなされていない。
今後、これらが対比されることにより、三浦−房総半島
全体の地層形成史、構造発達史が詳細に検討されること
と思われる。
　房総半島では、現時点では鍵層 Ok、Hk は嶺岡帯の北方
でのみ確認されており、嶺岡帯南方の三浦層群相当層では
確認されていない。一方、三浦半島では、鍵層 Ok と Hk
が葉山帯の南方の三浦層群分布地域でも挟在する（横須賀
市佐島、三浦市菊名）という見解（三梨・矢崎 , 1968; 卜
部 , 1992; 鈴木ほか , 1995; 江藤ほか , 1998; 森・小川 , 2019）
と、葉山帯の南方には挟在しないという見解がある（蟹江
ほか , 1991; 蟹江 , 2012b; 柴田 , 2012）。これらのほかに、葉
山帯南方では、鍵層 So、Mr、Bs のテフラ鍵層がよく記載
されているが、層準に関して、これらが Ok より下位の層
準に位置するという見解と（三梨・矢崎 , 1968 など）、上
位に位置するという見解がある（蟹江ほか , 1991）。蟹江ほ
か（1991）はテフラが挟まれる層準の地層の年代を石灰質
ナノプランクトンで押さえており、鍵層 So の層準（CN10b
帯）は鍵層 Ok の層準（CN9 帯）よりも若い（上位）デー
タが出ている。さらに、最近、森・小川（2019）は鍵層 So
が Hk に対比されると解釈した。これが正しいとすると、
鍵層 Hk（So）層準の地層が断層で繰り返している可能性
がある。鍵層 So が Hk に対比されるならば、その近傍に
は上記の房総半島嶺岡帯北方にみられる清澄層（Ky ナン
バー）の鍵層が存在している可能性があると思われる。森

（2019）は三浦市荒崎地域において、鍵層 So（Ar-104）、Mr
（Ar-75）、Bs（Ar-34）を含む地層の詳細な柱状図を作成し、
鍵層 Ar-1 ～ Ar-177 を認定した。これらと房総半島清澄層
の鍵層が対比できれば、対比もより確実なものとなろう。
　房総半島嶺岡帯南方の三浦層群内のテフラ鍵層の記載
はこれまでにあまり報告がなく、嶺岡帯北方及び三浦半島
葉山帯北方及び南方とのテフラ鍵層の対比は今後の課題
である。

8. 上総層群

（1）層序

1）層序区分および岩相

　三浦半島周辺の上総層群（Kazusa Group）の分布域は、
多摩丘陵南部から三浦半島北部にかけての地域（以下北部
地域）と、葉山−嶺岡隆起帯南方の三浦半島南部地域（以
下南部地域）とに区分される（図 1）。上総層群と下位の
三浦層群を境する不整合は、房総・三浦両半島をまたい
で観察されるいわゆる黒滝不整合とされてきたが（三梨・
菊地 , 1982; 江藤 , 1986 など）、近年の岩相及び年代層序学
的研究により、三浦層群池子層から上総層群浦郷層までほ

ぼ連続的に堆積しており（図 12, 図 13）、不整合に相当す
る顕著な時間間隙は認められないことが明らかにされた

（Utsunomiya et al., 2017）。
　 北 部 地 域 の 上 総 層 群 は 下 位 か ら 浦 郷 層（Urago 
Formation）、 野 島 層（Nojima Formation）、 大 船 層（Ofuna 
Formation）、小柴層（Koshiba Formation）、中里層（Nakazato 
Formation）、 浜 層（Hama Formation）（ 富 岡 層（Tomioka 
Formation））の 6 つに区分され、横浜市金沢区富岡町か
ら磯子区杉田にかけてみられる、北西 – 南東の軸をもつ
富岡向斜より南の地域では、半ドーム状構造を呈しなが
ら、概ね北に 20°以下の傾斜で分布する（三梨・菊地 , 
1982; 江藤 , 1986）。鎌倉市今泉周辺～横浜市栄区公田町に
かけての浦郷層上部から野島層下部には、凝灰質砂礫岩
層がレンズ状に狭在しており、今泉砂礫岩部層（Imaizumi 
Sandstone and Conglomerate Member）として区分されてい
る（江藤 , 1986）。また、富岡向斜より北側から下末吉台
地にかけての地域では、小柴層の同時異相とされる上星川
層（Kamihoshikawa Formation）が中里層の下位に分布する

（三梨・菊地 , 1982; 岡ほか , 1984）。一方、南部地域の上総
層群については、横須賀市林付近において、葉山層群を不
整合に覆うか断層で接し、相模層群宮田層に不整合に覆わ
れる林層（Hayashi Formation）として区分されている（江
藤ほか , 1998）。なお、これらの地層の定義や分布は、研
究者によって若干の差異がある。
　浦郷層（図 14-A）は、軽石やスコリアを多量に含む凝
灰質砂岩層、礫岩層、泥質砂岩層からなり、砂岩層には
しばしば斜交層理や平行葉理が発達する（三梨・菊池 , 
1982; 江藤 , 1986; 江藤ほか , 1998; Utsunomiya et al. , 2017）。
Utsunomiya et al. (2017) は、泥質砂岩層（含泥率 < 45%）が
優勢する層準と砂岩層が優勢する層準が交互に繰り返す
とした。
　野島層（図 14-B）は、主に凝灰質泥質砂岩や砂質泥岩
からなり、砂質なテフラ層を多く狭在する（三梨・菊池 , 
1982; 江藤 , 1986; 江藤ほか , 1998）。Nozaki et al. （2014）は、
最上部を泥岩（含泥率 > 70 %）と砂質泥岩（含泥率 45%
～ 70%）の互層からなるものと定義した（図 15）。また、
三梨・菊地（1982）は、横浜市磯子区氷取沢町の氷取沢市
民の森から、金沢区の金沢市民の森にかけての大船層下部

（Nozaki et al.（2014）の野島層上部）に、海底地すべりに
よって形成されたとされる「異常堆積層」を地質図上に示
した。この異常堆積層と呼ばれたスランプ堆積物は、後述
する YH02 凝灰岩層の直下に狭在しており、海底地すべり
岩体と地すべり痕充てん堆積物から構成される（野崎ほか , 
2012；楠ほか , 2014）。氷取沢市民の森よりも東側には見ら
れず、その分布はレンズ状であると推定される（三梨・菊
地 , 1982；野崎ほか , 2012）。一方で、安野ほか（2012）は、
氷取沢地域において、野島層の最上部が一部削剥され、そ
の上位に大船層が重なっており、両者は部分的な平行不整
合関係にあるとしている。
　今泉砂礫岩部層は、主に中粒～粗粒砂岩や礫岩からな
り、砂岩層には稀に斜交層理や平行葉理が発達する（江藤 , 
1986）。軽石やスコリアなどの火山砕屑物や、貝殻などの
生物遺骸を多量に含む砂礫岩層が狭在する（江藤 , 1986; 宇
都宮ほか , 2014）。鈴木・北崎（1951）および三梨・菊地（1982）

K. Shibata et al.
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は同層を野島層中にレンズ状に狭在するとした。一方、江
藤（1986）は、下位の浦郷層を一部で削剥し、野島層下部
から中部の泥質砂岩層中にレンズ状に狭在・指交するもの
とした。このような解釈の違いは、浦郷層と野島層の地層
境界の層位が研究者間で異なっており鈴木・北崎（1951）
および三梨・菊地（1982）による野島層下部が、江藤（1986）

の浦郷層上部に相当するためである（宇都宮ほか , 2014）。
　大船層（図 14-C）は、塊状無層理の泥岩からなり、稀
に凝灰岩層や砂岩層を挟む（三梨・菊地 , 1982; 江藤 , 
1986）。Nozaki et al. （2014） は、含泥率が 70% より大きい
一連の泥岩層として定義した。なお、大船層と、下位の
野島層や上位の小柴層との境界は Nozaki et al. （2014） 以

図 12．北部の三浦層群上部～上総層群中部の年代層序および房総半島との対比．

図 13．（a）三浦半島北部における三浦層群と上総層群の分布（江藤 , 1986 および江藤ほか , 1998 に基づく )．（b）鎌倉地域および（c）
池子地域における三浦層群と上総層群の分布（Utsunomiya et al., 2017 を改変）．

（*1）江藤（1986）,（*2）江藤ほか（1998）,（*3）三梨・菊地（1982）,（*4）Nozaki et al. （2014）, （*5）Utsunomiya et al. （2017）, （*6）江藤ほか（1987）,（*7）岡田（1993）,
（*8）藤岡ほか（2003）,（*9）楠ほか（2014）,（*10）Kusu et al. （2016）, （*11）中谷ほか（2019）,（*12) 高橋ほか（2005）,（*13）稲垣ほか（2007）,（*14）藤岡ほか（2003）,
（*15）高橋ほか（2005）,（*16）安野ほか（2012, 2013）, （*17）三梨・須田（1980）,（*18）中嶋・渡辺（2005）,（*19）佐藤・高山（1988）, （*20）亀尾 • 関根（2013）,
（*21）Haneda & Okada （2019）,（*22）新妻（1976）,（*23）三梨ほか（1959）,（*24）里口（1995）,（*25）里口ほか（2000）
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(2019), (*22)新妻（1976）, (*23)三梨ほか（1959）, (*24)里口（1995）, (*25)里口ほか（2000）.

図8-1．北部の三浦層群上部‐上総層群中部の年代層序および房総半島との対比.
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図 14．上総層群の露頭（撮影者：野崎 篤）．
 A: 浦郷層の露頭．藤沢市宮前（35°20'15.2"N, 139°30'25.8"E）．斜交層理が発達した砂岩層を多数狭在する．
 B: テフラを狭在する泥質砂岩からなる野島層の露頭．横浜市栄区上郷町（35°21'07.3"N, 139°34'48.8"E）．
 C: 泥岩からなる大船層の露頭．横浜市磯子区氷取沢町（35°21'23.3"N, 139°35'39.5"E）．矢印はテフラ鍵層である Kd39（YH02：
 　高橋ほか , 2005）．
 D: 砂質泥岩および泥質砂岩からなる小柴層下部の露頭．横浜市栄区上郷町（35°21'51.7"N 139°34'42.2"E）．矢印はテフラ鍵層
 　SKT-12（Kitazaki & Majima., 2003; Nozaki et al., 2014）．右端には，メタン冷湧水に伴って形成された自生炭酸塩岩と，冷湧水
 　性化学合成群集を構成する二枚貝化石がみられる．

図 15．瀬上市民の森（横浜市栄区）および氷取沢市民の森（横浜
市磯子区）における上総層群野島層上部から小柴層下部の岩
相図．Nozaki et al., 2014 を一部改変．
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前は明確に定義されていなかったため、研究者間で境界
層準の位置に違いがみられる。三梨・菊地（1982）、江藤

（1986）、藤岡ほか（2003）などにおいて大船層最上部と
されている層準は、Nozaki et al. （2014）  における小柴層下
部の砂質泥岩層に相当する（図 15）。
　小柴層のうち、大船層からの遷移帯となる下部（図
14-D）は、下位から砂質泥岩（含泥率 45% ～ 70%）、泥
質砂岩（含泥率 < 45%）、細粒～中粒砂岩からなり、上
方粗粒化する（館・間嶋 , 1998; Kitazaki & Majima., 2003; 
Nozaki et al., 2014）。小柴層上部は、そのうち下半部が、
斜交層理が顕著な細～中・円礫を含む凝灰質中粒～粗粒
砂から、上半部が細粒砂およびシルト質細粒砂から、そ
れぞれ構成される（三梨・菊地 , 1982; 江藤 , 1986）。
　中里層は、主に塊状無層理の砂質泥岩からなり、砂岩層
や泥質砂岩層を挟む（三梨・菊地 , 1982; 江藤 , 1986）。なお、
三梨・菊地（1982）は、分布域の西～中部では本層下部～
中部層準に狭在する一部の凝灰岩層が、東部では小柴層中
～上部に狭在することから、小柴層中～上部と本層中～下
部は一部同時異相の関係にあるとした。また、本層下部の
一部は多摩丘陵南部や下末吉台地周辺に分布する上星川
層に含まれるとしている。
　浜層（富岡層）は、下位は泥岩と細粒砂岩との泥勝互層
で、上位に行くにしたがって砂岩層の厚さが増して砂勝互
層となり、さらに上位では斜交層理の発達する細礫質粗粒
砂岩が発達する（三梨・菊地 , 1982）。また海岸付近では、
含礫泥岩，シルト岩からなる表層型海底地すべり層が発達
する（三梨・菊地 , 1982）。なお、浜層の名称は大塚（1934）
によるもので、植田（1933）、江藤（1986）の富岡層、赤
嶺ほか（1956）の富岡砂シルト互層にほぼ一致する。
　林層は、軽石、スコリアなどを含む凝灰質砂岩からなり、
一部は凝灰角礫岩となる（江藤ほか , 1998）。砂岩中には
しばしば平板型やトラフ型の斜交層理が発達する（長沼ほ
か , 1973）。

2）テフラ鍵層

　浦郷層から中里層にかけては、多数の凝灰岩層が狭在
しており（表 2）、三梨・菊地（1982）、稲垣ほか（2007）、
安野ほか（2010, 2011, 2012, 2013）、Nozaki et al. （2014）、横
浜団研グループ（2015, 2016, 2018）、Utsunomiya et al. （2017） 
などによってまとめられた。そのうち主要な鍵層となる凝
灰岩層を以下に述べる。なお、浜層および林層には、連続
する凝灰岩層は見つかっていない。
　浦郷層中に狭在する鍵層 KGP（稲垣ほか , 2007）は、粒
径 0.2 ～ 1.5 mm のざくろ石を含む軽石質凝灰岩層で、田
村ほか（2010）は、本凝灰岩層と対比される一連の凝
灰岩層を丹沢ざくろ石軽石層（Tn-GP）と命名した。ま
た、Utsunomiya et al.（2017） は、 鎌 倉 地 域 の 浦 郷 層 中
に狭在する 14 枚の凝灰岩層が、より東の池子地域では池
子層上部に狭在しており、池子層と浦郷層が一部同時異相
であることを示した。
　野島層中の凝灰岩層は、安野ほか（2010, 2011, 2012, 
2013）、横浜団研グループ（2015, 2016, 2018）により Nj1
から Nj104 まで命名され、鍵層として追跡されている。ま
た、Nozaki et al.（2014）は、横浜市栄区の野島層上部に狭
在する 6 枚の凝灰岩層を鍵層として追跡するとともに、そ
れらが横浜市磯子区では大船層下部に狭在し、野島層上部
と大船層下部が同時異相であることを示した。そのうち、
ガラス質凝灰岩層である鍵層 YH02（高橋ほか , 2005）お
よびその上位の鍵層 Sg3（藤岡ほか , 2003）はそれぞれ、
房総半島の上総層群黄和田層中の鍵層 Kd39（穂高− Kd39 
テフラ ; 長橋ほか , 2000）および Kd38（恵比寿峠−福田テ
フラ ; 長橋ほか , 2000）に対比された（藤岡ほか , 2003; 高
橋ほか , 2005）。
　小柴層中に追跡される凝灰岩層については、三梨・菊
地（1982）、安野ほか（2010, 2011, 2012, 2013）、横浜団研
グループ（2015, 2016, 2018）、Nozaki et al. （2014）などに
よって記載・命名され、あるいはまとめられている。その
うち、小柴層下部に狭在するガラス質凝灰岩層である Sg2

表 2．上総層群中に狭在する主要なテフラ．

Neogene and Quaternary Deposits of the Miura Peninsula

（*1） Kitazaki & Majima （2003）, （*2） Nozaki et al . （2014）, （*3） 安野ほか（2012）, （*4） 安野ほか（2013）,  （*5） 藤岡ほか（2003）, （*6） 高橋ほか（2005）, （*7） 稲垣ほか（2007）, 
（*8） Utsunomiya et al .（2017）, （*9） Satoguchi & Nagahashi （2012）, （*10） 長橋ほか（2000）, （*11） 田村ほか （2010）, （*12） 鈴木・村田（2011）, （*13） 坂井・黒川 （2002）, 
（*14） 吉川ほか （1996）, （*15） 大久保・荒井 （2002）, （*16） Momohara et al . （2017）, （*17） 野崎ほか（2019）, （*18）山下（1996） 

名称 広域テフラ名 年代 (Ma)
SKT-20
SKT-17 (*1, 2), Kb40 (*3, 4) 1.495 (MIS50) (*2)
SKT-12 (*1, 2), Sg1 (*5), Kb33 (*3, 4) ⽩沢天狗−SK100テフラ (Srt-SK100) (*9) 1.599 (*12), 1.543 (MIS52) (*2)
SKT-11 (*1, 2), Sg2 (*5), Kb32 (*3, 4) ⼤峰−SK110テフラ (Oｍ−SK110) (*10) 1.65 (*10), 1.61 (*13), 1.573 (MIS54) (*2)
SKT-10 (*1, 2), Kb31 (*3) 1.582 (*2)
SKT-9f (*2), Kb28 (*3)
SKT-7 (*1, 2), Kb21 (*3) 1.604 (*2)
SKT-4 (*1, 2), Kb20 (*3) 1.614 (*2)
SKT-3 (*1, 2), Kb3 (*3) 1.623 (*2)
SKT-2 (*1, 2), Kb2 (*3)
SKT-1 (*1, 2), Kb1 (*3) 1.632 (*2)
OFT-30 (*2), On7 (*3) 1.664 (*2)
OFT-26 (*2) 1.693 (*2)
Sg3 (*5), YH10 (*6), On4 (*3), NOT-12 (*2) 恵⽐寿峠−福⽥テフラ (Ebs-Fkd) (*10) 1.75 (*14), MIS63 (*15), MIS60-61 (*16), 1.723 (MIS61) (*17)
YH02 (*6), On1 (*3), NOT-1 (*2) 穂⾼−Kd39テフラ (Ho-Kd39) (*10) 1.76 (*14), MIS63 (*15), 1.737-1.738 (MIS61−62) (*17)
KGP (*7) 丹沢−ざくろ⽯テフラ (Tn-GP) (*11) 2.5 (*11), 2.43 (*18)
JNP (*7)
TTS (*7)
IkT-46 (*8)

⼤船層/野島層

浦郷層

浦郷層/池子層

(*1) Kitazaki and majima (2003), (*2) Nozaki et al. (2014),  (*3) 安野ほか（2012）, (*4) 安野ほか（2013）, (*5) 藤岡ほか(2003), (*6) ⾼橋ほか（2005）, (*7) 稲垣ほか（2007）, (*8)
Utsunomiya et al.(2017), (*9) Satoguchi and Nagahashi (2012), (*10) ⻑橋ほか（2000）, (*11) ⽥村ほか (2010), (*12) 鈴⽊・村⽥（2011）, (*13) 坂井・⿊川 (2002), (*14) 吉川ほか (1996）,
(*15) ⼤久保・荒井 (2002), (*16) Momohara et al. (2017), (*17) 野崎ほか（2019）, (*18)山下（1996）

小柴層

⼤船層
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およびその上位の Sg1 はそれぞれ、黄和田層中の Kd25（大
峰− SK110；長橋ほか , 2000）および Kd24（白沢天狗−
SK100；Satoguchi & Nagahashi, 2012）に対比された（藤岡
ほか , 2003）。また、鈴木・村田（2011）は、小柴層下部
の砂岩層中に狭在する TM14 を、多摩丘陵の上総層群稲
城層中に狭在する黒川テフラ（KK）に対比した。この他、
三梨・菊池（1982）は、多摩丘陵の上総層群中に狭在する
鍵層である第 1 星川テフラ、宮田テフラが、小柴層中に狭
在するとしている。
　中里層のテフラ鍵層について、三梨・菊地（1982）は、
少なくとも 9 枚を鍵層として示しており、そのうち本層
下部に狭在する鍵層 Ku2 を上総層群上星川層中に追跡し
ている。なお、三梨・菊地（1982）は、肉眼的な記載と
鉱物組成に基づき、中里層下部～中部層準に、房総半島
の上総層群柿ノ木台層中に狭在する鍵層 Ka2.3、Ka2.4a, 
同じく国本層中の鍵層 Ku2a, Ku2b とそれぞれ対比される
凝灰岩層が狭在するとした。しかし、三梨・菊地（1982）が、
中里層の下位の小柴層中で、肉眼的な記載と鉱物組成に
基づき房総半島黄和田層中の鍵層 Kd19 と対比した凝灰岩
層は、藤岡ほか（2003）によって、より下位に狭在する
鍵層 Kd38 と対比されることが明らかになっている。この
ことから小柴層上部より上位の凝灰岩層の広域対比につ
いては、ガラスや鉱物中の化学組成の検討や、微化石層
序などに基づく再度の検証が必要と考えられる。
（2）年代

　三浦半島北部の上総層群の年代層序は、1990 年代まで
は房総半島ほど詳細に検討されておらず、わずかに微化石

（石灰質ナノ化石、有孔虫）に基づく層序が検討されてい
た（青木 , 1964; 菊池 , 1964; 江藤ほか , 1987 など）ほかは、
主に房総半島の上総層群とのテフラ鍵層や軟体動物化石
に基づく対比による、間接的な推定がなされてきていた（三
梨ほか , 1979; 三梨・菊地 , 1982；江藤ほか , 1998）。2000
年代以降、微化石、古地磁気、広域凝灰岩層の対比、有孔
虫の酸素同位体比などを用いた年代層序学的研究により、
三浦半島の上総層群の堆積年代は大きく見直され、それま
で中部～上部更新統とされてきた上総層群のうち、少なく
とも浦郷層から小柴層下部は、上部鮮新統～下部更新統で
あることが明らかにされてきている（図 12）。なお中里層、
浜層については、1990 年代以降、年代層序学的研究が行
われていないため、その年代については改めて見直しが必
要と考えられる。
　凝灰岩層についてみると、上述の通り、浦郷層中に狭在
する鍵層 KGP は堆積年代が約 2.5 Ma と推定され、松山逆
磁極帯の最下部に位置すると考えられている（田村ほか , 
2010; 植木ほか , 2013）。野島層上部から大船層下部をまた
いで分布する鍵層 YH02 の堆積年代は 1.738 ～ 1.737 Ma、
同じく鍵層 Sg3 は 1.723 Ma と推定されている（野崎ほか , 
2019）。小柴層下部に狭在する鍵層 Sg2、Sg1 の堆積年代
はそれぞれ 1.573 Ma、1.543 Ma と推定されている（Nozaki 
et al., 2014）。
　石灰質ナノ化石層序によると、鎌倉地域において浦
郷層中部から上部にかけてが、CN12a 帯から CN12d 帯
に相当するが、それより東の逗子市池子地域では浦郷層
は CN12a/b 帯境界よりも上位となる（Utsunomiya et al., 

2017）。また、野島層最下部は CN12c/d 帯境界よりも上位
とされる（Utsunomiya et al., 2017）。大船層の中位には、佐
藤ほか（1999）の石灰質ナンノ化石基準面 12（Gephyrocapsa 
caribbeanica 初産出層準）が、大船層上部から小柴層最下
部の砂質泥岩層にかけての層準に基準面 11（Gephyrocapsa 
oceanica 初産出層準）が、小柴層下部の泥質砂岩中に基準
面 10（large Gephyrocapsa 初産出層準）が、それぞれ見い
だされている（藤岡ほか , 2003; Nozaki et al., 2014）。
　古地磁気層序によると、鎌倉地域の浦郷層下部に狭在
する鍵層 IkT20 凝灰岩層が、池子地域の池子層上部におい
て、Kaena （C2An.1r） subchronozones 下限（3.13 Ma）と top 
of the Mammoth Subchronozone （3.21 Ma）の間のガウス正磁
極帯（C2An.2n）中に狭在することが明らかにされている

（Utsunomiya et al., 2017）。野島層においては、横浜市磯子区、
金沢区で掘削された複数のボーリングコアで、野島層中に
オルドバイ正磁極亜帯の上限と下限およびレユニオン正
磁極亜帯の上限と下限が確認された（楠ほか , 2014, Kusu 
et al., 2016；中谷ほか , 2019）。
　浮遊性有孔虫の酸素同位体比、石灰質ナノ化石、古地磁
気を用いた複合年代層序により、野島層上部に海洋同位
体ステージ（MIS）64 ～ 61 が、大船層に MIS 60 ～ 58 が、
小柴層下部に MIS 57 ～ 49 がそれぞれ認定された（楠ほか , 
2014; Nozaki et al., 2014; Kusu et al., 2016; 野崎ほか , 2019）。
　一方、南部地域の上総層群林層については、産出した貝
化石の類似性から、野島層今泉砂礫岩部層との類似性が指
摘されているが（江藤ほか , 1998）、他には年代を示す化
石の産出は知られておらず、その他の年代層序学的研究も
行われていない。
（3）堆積プロセス

　北部地域の上総層群のうち、浦郷層についてみると、
Shikama & Masujima （1969） は 浦 郷 層 の 貝 化 石 の う ち
Akebiconcha nipponica や Ginebis crumpi などの深海性貝化
石が、上位の野島層からも産出することから、浦郷層の古
水深が野島層同様とした。なお後述のように、Shikama & 
Masujima （1969）は野島層の古水深を陸棚から大陸斜面以
深と推定している。また、宇都宮・間嶋（2012）は、鎌倉
市の吉沢川上流から産出した貝化石に基づき、浦郷層下部
の古水深を 400 ～ 600 m とした。一方、江藤ほか（1987）
は、底生有孔虫の群集解析から、浦郷層の古水深を 30 ～
200 m とした。これについて宇都宮・間嶋（2012）は、浅
海性の底生有孔虫と共に半深海性を支持する種も産出し
ていることから、浅海からの流れ込みを反映している可能
性を指摘し、池子層上部（水深 500 ～ 2,000 m、江藤ほか , 
1987）から浦郷層への古水深の変化は大きくないとした。
古流向についてみると、長沼ほか（1973）は斜交層理から
浦郷層の主流向を N70°E 方向とした。また、Utsunomiya 
et al. （2015）は、鎌倉市天園のシロウリガイ類を含む砂岩
層が、北～東方向へ流れる底層流によって堆積したとした。
以上のことから浦郷層は底層流が卓越する大陸斜面以深
で堆積したと考えられる。
　野島層についてみると、Shikama & Masujima （1969） は
産出した陸棚性および深海性貝化石から、野島層が陸棚
から大陸斜面以深で堆積したと推定した。また宇都宮・
間嶋 （2012）は、貝化石に基づき野島層上部の古水深を
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400 ～ 500 m とした。さらに、蟹江ほか（2009）は、分布
域の東端に近い横須賀市夏島町夏島から産出した貝化石
から、野島層（三梨・菊地 , 1982 の区分による大船層）を、
古水深 50 ～ 100 m とした。一方、江藤ほか（1987）は底
生有孔虫に基づき、野島層下部を 500 ～ 1,000m、中部か
ら最上部を 200 ～ 500 m、最上部を 50 ～ 100 m とした。
このように野島層の堆積環境は、真沿岸帯から大陸斜面
までの広い環境を示している。蟹江ほか（2009）は野島
層中の貝化石の比較から、金沢区六浦周辺や鎌倉市今泉
よりも、東京湾に近い東方の横須賀市夏島町の方が浅い
環境を示すとした。一方で、Nozaki et al. （2014） は横浜市
栄区の瀬上市民の森から氷取沢市民の森地域における野
島層最上部から大船層最下部においては、凝灰岩で追跡
される同時間面の岩相が、西から東へ細粒になることか
ら、同地域の中においては東ほど distal な環境を示すとし
ている。
　今泉砂礫岩部層は全体として上方粗粒化を示す砂礫質
の海底扇状地堆積物を構成する（神保ほか , 2017）。その
うち、横浜市栄区公田の露頭にみられる層厚 9 m に達する
単層では、チャネル充填堆積物特有の上方細粒化および薄
層化傾向がみられ、扇状地最上部のチャネルを流下した
堆積物重力流によって運搬され、堆積したことが示唆され
る（神保ほか , 2017）。また宇都宮ほか（2014）は公田に
露出する今泉部層上部にみられる砂礫岩層の堆積構造お
よび貝殻配列から、本層が北に向かって流下する、潮間帯
から大陸斜面までの様々な環境に生息した貝殻を含む一
回の堆積物重力流で形成されたとした。産出する貝化石に
ついてみると、浅海性の貝化石と陸棚から大陸斜面以深に
生息する深海性の貝化石が共産することから、陸棚以浅
から貝殻が深海に流れ込んで堆積したものと考えられる

（Shikama & Masujima, 1969；宇都宮ほか , 2014）。また、含
化石砂礫岩層中からシロウリガイ類の化石が報告されて
いる（Shikama & Masujima, 1969；平田ほか , 1991；宇都宮
ほか , 2014; 神保ほか , 2017）。Utsunomiya et al. （2015）は、
三浦半島から産出する化学合成化石群集の古水深をまと
め、シロウリガイ類が卓越する群集は水深 400 m 以深に生
息し，ツキガイ類やオウナガイ類が卓越する群集は 300 m
以浅に生息するとしていることから、本部層は 400 m よ
りも深い水深で堆積したと推定される（神保ほか , 2017）。
これらのことから、今泉部層は南から北へ向かう重力流が
卓越する、大陸斜面（400 m）以深の環境で堆積した海底
扇状地堆積物であると考えられる。
　大船層についてみると、貝化石に基づく古水深として、
小泉・松島（1992）は大船層を 200 ～ 500 m、馬場（1990）
は大船層上部を 200 ～ 400 m と、それぞれ推定している。
また、館・間嶋（1998）は、貝化石、岩相、上位の小柴
層の堆積深度との比較から、大船層上部を陸棚縁辺から
大陸斜面（200 ～ 300 m）と推定している。一方、江藤ほ
か（1987）は、底生有孔虫化石群集に基づき、大船層最
下部を上部漸深海帯ないし外部亜沿岸帯（200 ～500 m）で、
上部漸深海帯上部の要素が大きいと推定するとともに、
岩相の均一性から、大船層全体を通じて同様の古水深だっ
たと推定した。
　 小 柴 層 下 部 の 古 水 深 に つ い て、 館・ 間 嶋（1998）、

Kitazaki & Majima（2003）は、貝化石と塊状無層理な岩相
から、小柴層下部の泥質砂岩層は外側陸棚（水深 100 ～
200 m）と推定するとともに、大船層から小柴層下部の砂
質泥岩・泥質砂岩層にかけて浅海化した可能性を示唆した。
江藤（1986）、江藤ほか（1987）は、底生有孔虫群集から、
小柴層下部から中部を真沿岸帯ないし外部亜沿岸帯（水深
50 ～ 200 m）としている。一方、小柴層上部について、大
山（1951）は、最上部の化石帯（化石密集層）から産出す
る貝化石が潮間帯ないし中浅海岸（20 ～ 30 m）の岩礁性
の暖流系を主とすることを示し、これらが下浅海帯の含礫
砂底の群集との混合と推定し、堆積場を島棚端または岬付
近の陸棚縁辺である可能性を示唆した。
　中里層について、大山（1951）は貝化石から、本層の
大部分は下浅海以浅、本層最上部の化石帯については水
深 20 ～ 30 m とした。また、青木（1964）は、中里層中
部から上部にかけて特徴的に産出する底生有孔虫 Nonion 
labradoricum は、subarctic water の代表種であることや、随
伴種や浮遊性有孔虫群集から、中里層上部は冷水温期の堆
積物とした。
　富岡層（浜層）については、三梨・菊地（1982）は、本
層最下部は水深 20 ～ 30 m で、その後上位に向かって、淡
水性の影響が強く時に海水が侵入するような場へ移り変
わったと推定している。
　このように、北部地域の上総層群の岩相は、浦郷層から
大船層にかけての細粒化、大船層から小柴層にかけての粗
粒化、小柴層から中里層への細粒化、そして中里層から富
岡層への粗粒化がみられる。一方、化石や堆積相に基づく
堆積環境の推定から、多少の振れ幅はありながらも浦郷層
から中里層への浅海化がみられ、岩相の変化は必ずしも古
水深の変化と対応していない。このうち大船層から小柴層
への粗粒化および浅海化については、プログラデーション
による粗粒堆積物の相対的な供給量の増加を反映してい
ると推定されている（Nozaki et al., 2014）。
　また、堆積物の給源については、古流向が得られている
浦郷層、今泉砂礫岩部層、小柴層のいずれにおいても、北
ないし東方向が卓越しており、南向きの古流向は報告され
ていない。このことから、概ね南方または西方方向からも
たらされたことが示唆される。長浜ほか（1974）は、小柴
層中の礫が、中・古生界の砕屑岩、伊豆弧起源と思われる
火山岩や深成岩類が多くを占めることから、これらの礫が
葉山帯から直接供給されたものではない可能性について
言及している。
　一方で、南部地域の上総層群林層については、古環境推
定はほとんど行われていないが、長沼ほか（1973）は、砂
岩層中の平板型斜交層理から古流向を S65°E とし、葉山
帯の分布に直交するような南東向きの流れの元で堆積し
たと推定している。
　なお、北部の上総層群からは、浦郷層から小柴層にか
けて、メタン冷湧水性化学合成化石群集を構成する二枚
貝化石が複数の産地で報告されており、少なくともその
うち、鎌倉市天園における浦郷層の 1 産地および、横
浜市栄区上郷町における大船層上部から小柴層下部に
かけての 1 産地は、自生的産状を示している（Shikama 
& Masujima, 1969; 平田ほか , 1991; 松島・平田 , 1991; 間
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嶋 ほ か , 1996; 館・ 間 嶋 , 1998; Kitazaki & Majima., 2003; 
Majima et al., 2005; 坪井ほか , 2010; 宇都宮・間嶋 , 2012; 
Utsunomiya et al., 2015）。これらの化学合成化石二枚貝類
は、浦郷層及び野島層から産出するものは、主にシロウ
リガイ類であり、下位の三浦層群池子層のものと類似す
るのに対し、大船層および小柴層から産出するものは、
ツキガイ類、オウナガイ類、キヌタレガイ類からなり、
シロウリガイ類はみられないが、このような構成種の違
いは、主に堆積時の水深によって規定されていると考え
られる（平田ほか , 1991; Majima et al., 2005; Utsunomiya et 
al., 2015）。

9. 相模層群宮田層

（1）層序と年代

　宮田層（Miyata Formation; 青木 , 1925）は三浦半島南部
の宮田台地に分布する中期更新世の海成層である（図 1, 
3）。藤田（1951）によると故山川戈登が宮田層を命名した
とのことであるが、文献上は青木（1925）の宮田層（宮
田介層）が初出とされる（奥村ほか , 1977; 蟹江・大越，
1981）。呼称は青木（1925）では不明だが、論文により「み
やだ（奥村ほか , 1977）」、「みやた（藤田 , 1951; 赤嶺ほか , 
1956; 蟹江・大越 , 1981; 江藤ほか , 1998; 竹内ほか , 2015 な
ど）」の表記がある。北縁を武山断層（大塚 , 1935）、南縁
を南下浦断層（杉村 , 1964）によって区切られる宮田台地
のほぼ全域（西部を除く）に分布する（岡ほか , 1974; 奥
村 , 1977）。層厚は数 10 m 規模であり、淘汰の良い未固結
の砂層を主体とし、貝化石層や礫層を挟む（奥村 , 1977）。
砂層は雲母の入った中粒砂、小礫および軽石まじりの中粒
砂からなり，葉理の発達した層準もある（岡ほか , 1974）。
下位の上総層群林層・三浦層群初声層・葉山層群を不整合
に覆い、後期更新世海成段丘群（高位より引橋面、小原台面、
三崎面）の段丘堆積物に不整合で覆われる。宮田層の堆積
環境は、含まれる軟体動物化石から大陸棚以浅の内湾とさ
れるが（奥村ほか , 1977; 蟹江・大越 , 1981）、その形成過
程については異なる解釈が存在する。
　初期の堆積学的研究として注目される藤田（1951）は
将棋倒し堆積モデルを考え、上位に向かって傾斜が緩く
なる宮田層の堆積構造について、小断層や褶曲などの変
形構造が顕著ではないことから、堆積後の変形ではない
とし、宮田層が堆積盆における沈降域の移動により形成
されたと考えた。また、藤田（1951）は宮田層内に不整
合は認められないとして、化石層を基に宮田層を下位か
ら a1 ～ a6 に区分した。この考えに基づく地質断面図は、
奥村ほか（1977）によるボーリング資料に基づいた研究
にも踏襲された。奥村ほか（1977）も不整合は認めず、
下位より須軽谷砂部層（Sugaruya Sand Member）、津久井
浜砂礫部層（Tsukuihama Sand and Gravel Member）、高円坊
砂部層（Koenbo Sand Member）、鹿穴凝灰質砂部層（Sha-
ana Tuffaceous Sand Member）、一町田砂部層（Icchoda Sand 
Member）に分けた。また、須軽谷砂部層と高円坊砂部層
の数枚の軽石層から、角閃石等の箱根火山起源とは考え
にくい斑晶鉱物を記載した。一方、蟹江・大越（1981）の
解釈は、これらとは全く異なる。彼らは火山灰鍵層をも
とに層序を再検討し、さらに上位の津久井化石床を含む

部分が不整合で下位層を覆うとし、将棋倒しモデルに疑
問を呈した。そして、不整合を境に宮田累層（下位より
上宮田凝灰質砂部層 ; Kamimiyata Tuffaceous Sand Member、
須軽谷砂部層 ; Sugaruya Sand Member、大木根軽石質砂層 ; 
Okine Pumiceous Sand Member）と上位の津久井累層（Tsukui 
Formation）に分けた。不整合の形態は、下末吉層相当層
の横須賀累層における大津部層と走水部層の関係を宮田
層に当てはめ、海退過程で形成された波食台状の平らな
不整合面とした。地質構造についても、蟹江・大越（1981）
は、南北の活断層付近で傾斜が急であり、小断層も発達
するという観察結果から、堆積盆中央部の凹地を順次新
しい堆積物が埋めるような形成史を描いた。
　宮田層の年代に関しては、いくつかの報告例がある。青
木（1925）は、松本（1924）が報告した大木根の宮田層産
および横須賀のゾウ化石から、宮田層が大津層および東京
層に対比されると解釈した。蟹江・大越（1981）も、ナウ
マンゾウ化石の産出から下末吉層相当（MIS 5.5）とした。
山口ほか（1983）は、蟹江・大越（1981）の上宮田凝灰質
砂部層がナノ化石から若くても 44 万年前に形成されたと
し、多摩 TE-6 テフラ（TE-6; 町田ほか , 1974）を含む可能
性を指摘した。TE-6 は MIS 11 の海進堆積物を覆うテフラ
で、直下に存在する多摩 TE-5 テフラは約 35 万年前（MIS 
11 ～ 10; 町田・新井 , 2003）とされている。大村ほか（1991）
は、宮田層からの再堆積と考えられる単斜サンゴ化石のウ
ラン−トリチウム（U-Th）年代として約 29 ～ 38 万年前
を報告し、MIS 9 の堆積物が存在する可能性を示した。豊
田・奥村（2000）は、ESR 年代として津久井浜部層を約
50 万年前，鹿穴凝灰質砂部層を約 30 万年前と報告してい
る。年代値にはばらつきがみられるが、宮田層はおおむね
中部～上部更新統と考えられる。
（2）三浦縦貫道工事現場の宮田層

　宮田台地における宮田層は、葉山−嶺岡帯に沿う隆起
軸を境に北側に分布する相模層群相当層に比べ、堆積構
造や層序・年代についての情報が断片的である（例えば蟹
江 , 1971; 長谷川・蟹江 , 1971; 奥村ほか , 1977; 蟹江・大越 , 
1981; 江藤ほか , 1998）。その理由は、海成段丘の発達によ
り宮田層の堆積面が失われていることや、箱根火山起源の
降下テフラの分布軸から外れているため、大磯丘陵などで
得られたテフラ層序を適用しにくいことなどが挙げられ
る。またそれに加えて、台地の開発が進まず人工露頭の出
現が少なかったという社会背景がある。
　最近の研究として塩井・笠間（2018, 2019）、笠間・塩
井（2019）は、須軽谷砂部層の分布域とされた横須賀市林
の三浦縦貫道路建設工事に伴う人工露頭において、宮田層
の形成過程に関する新たな知見を示した。両研究では、そ
れぞれが複雑な侵食関係で接する４枚の砂礫層が報告され
ている（そのうち下位の２枚の砂礫層は、それぞれ下位か
ら順に須軽谷砂部層、津久井浜砂礫部層の可能性がある）

（図 16-A）。両研究で報告された宮田層中に見られる不整
合の存在は、宮田層の各部層が整合で接するとした奥村ほ
か（1977）・江藤ほか（1998）の見解および１つの波食台状
の平行不整合をもつとする蟹江・大越（1981）の見解とは
いずれも異なる。このような不整合で重なりあう小規模な
谷埋め堆積物は、氷河性海水準変動の影響と考えられてお
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図 17．相模層群横須賀層の露頭（撮影者：柴田健一郎）．
 A: 三浦層群逗子層と横須賀層大津砂泥部層の不整合（破線）．横須賀市馬堀町（35°15'35.6"N, 139°43'00.5"E）．
 B: 大津砂泥部層下部の泥層．泥層に挟まれる礫層の基底（破線）はベイラビーンメント面に相当する（柴田ほか , 2020）．横須賀
 　市根岸町（35°15'19.5"N, 139°41'16.8"E）．
 C: 大津砂泥部層上部の砂層．生痕化石を含む．横須賀市深田台（35°16'31.8"N, 139°40'27.2"E）．
 D: 走水礫部層上部の大規模な平板型斜交層理とそれを覆う小原台砂礫層．横須賀市二葉（35°15'16.5"N, 139°43'15.1"E）．

図 16．三浦縦貫道工事現場の宮田層（撮影者：笠間友博）．横須賀市林（35°12'39.3"N， 139°38'13.5"E）．
 A: 不整合で接する宮田層（B, D, C の各層）．C 層は Fn を含む．Fsc は Fn の下位にある船久保スコリア．
 B: 宮田層に挟まれる船久保タフ（Fn）．

り（関東第四紀研究会 , 1974; 町田ほか , 1974; Kikuchi, 1977
など）、隆起軸北側の横浜地域の相模層群では記載されて
いたが、宮田層中では未発見だった。また、最上位の砂礫
層中には、バブルウォール型火山ガラスを含む白色ガラス
質火山灰層が確認され船久保タフ（Fn; 笠間・塩井，2019、
図 16-B）と命名された。その年代は、LA-ICP-MS 法による
FT 年代測定と U-Pb ダブル年代測定で 0.41 ± 0.07 Ma の年
代値が得られている（笠間・塩井 , 2019）。両研究はこれら
の結果から、宮田層の形成に複数回の海進・海退の堆積サ
イクル（MIS 13 ～ 11 に相当）が関わった可能性を示唆した。

10．相模層群横須賀層

（1）層序

　横須賀層（Yokosuka Formation）は三浦半島東部の横須
賀市緑ヶ丘から小原台周辺に断片的に分布する（図 1）。
中新～鮮新統の三浦層群逗子層または池子層を不整合に
覆い（図 17-A）、小原台砂礫層に不整合に覆われる。横須
賀層は下位より大津砂泥部層（Otsu Sand and Mud Member）
と走水礫部層（Hashirimizu Gravel Member）に細分される

（蟹江ほか , 1977）。大津砂泥部層の下部は横須賀市大津町
や根岸町周辺に分布し、主に塊状の泥層からなり（図 17-
B）、細粒砂層や逗子層由来の泥岩礫からなる礫層を含む。
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大津砂泥部層の上部は中粒～極粗粒砂層や礫層を含む細
粒砂層からなり（図 17-C）、下部が分布しない地域では三
浦層群を直接不整合で覆う。不整合面上には逗子層由来の
泥岩礫が発達する。走水礫部層は小原台周辺のみに分布す
る。下部～中部は平行層理の発達する大礫～細礫の礫層か
らなる。上部は礫、砂、泥の互層からなり、東方に傾き、
セット高が 6 m に達する大規模な平板型斜交層理が発達す
る（蟹江ほか , 1977）（図 17-D）。
（2）年代

　大津砂泥部層に挟在する箱根多摩 Au12 テフラ（Hk-
TAu12） よ り 147 ± 9 ka と 143 ± 11 ka の FT 年 代 （ 鈴
木 , 1976）が、非造礁性サンゴ化石より 100 ± 3 ka の
230Th/234U 年代（大村ほか , 1984）が、軟体動物化石より
138 ka の ESR 年代（大村・桜本 , 1986）が得られ、横須
賀層を覆う小原台砂礫層は御岳第 1 テフラ（On-Pm1、約
10 万年前）をのせている（町田・新井 , 2003）。そのため、
大津砂泥部層は MIS 5.5（下末吉期）の堆積物と考えられ
ている（太田 , 2000; 町田 , 2008）。
（3）堆積プロセス

　大津砂泥部層は下末吉期に関東地方に広がっていた古
東京湾の南縁を埋積した地層と考えられている。走水団
研グループ（1965）は軟体動物化石、有孔虫化石、花粉
化石に基づき、外洋の暖寒両水塊が流れ込む内湾の環境
を、蟹江ほか（1994）は軟体動物化石から外洋に面する
陸棚斜面の環境を推定した。柴田ほか（2017）は横須賀
市自然・人文博物館付属馬堀自然教育園から産出した軟
体動物化石群集の変化が上方深海化の傾向を示すことか
ら、その化石群集の変化は下末吉海進に対応するとした。
また、馬堀自然教育園の大津砂泥部層の基底面と基底部
を構成する軟体動物化石を含む礫層を、それぞれ波浪ラ
ビーンメント面と海進残留堆積物と解釈した。したがっ
て、基底部の礫層と、それに重なる砂層は外浜堆積物の
可能性が考えられる（柴田ほか , 2020）。以上の研究は主
に横須賀市馬堀町周辺の大津砂泥部層上部のデータに基
づくものである。一方、奥村ほか（2009）は横須賀市三
春町～小原台の 10 地点の化石産地から、362 種の軟体動
物化石のリストを示した。柴田ほか（2015, 2020）は横須
賀市大津町と根岸町に露出した大津砂泥部層下部の岩相
と軟体動物化石に基づき、下位より河川流路堆積物、氾
濫原泥質堆積物、海進残留堆積物、エスチュアリー（三
角江）中央盆堆積物を識別し、海進残留堆積物の基底を
ベイラビーンメント面（図 17-B）とした。以上をまとめ
ると、大津砂泥部層全体としては、下部から上部に向かっ
て、河川流路 / 氾濫原、エスチュアリー、外浜という堆積
環境の上方深海化が認められる。大津砂泥部層は MIS 5.5
のユースタシーの上昇と、それに伴う下末吉海進の影響
を強く受けて形成されたと考えられる。
　走水礫部層の礫の供給源は、礫種組成と斜交層理によ
る古流向から、関東山地や足尾山地、丹沢山地と解釈さ
れている（蟹江ほか , 1977; 江藤ほか , 2001）。江藤ほか

（2001）は砂岩、チャート、珪質泥岩、珪岩類の古期岩類
は関東山地や足尾山地由来、緑色凝灰岩類、ホルンフェ
ルス、深成岩類、玄武岩類、安山岩類は丹沢山地由来と
した。走水礫部層は三角州堆積物と考えられており、中

部の平行層理が発達する礫層は底置部、上部の大規模な
平板型斜交層理（図 17-D）が発達する礫、砂、泥の互層
は前置部に相当すると解釈されている（蟹江 , 1977）。下
位の大津砂泥部層は MIS 5.5、上位の小原台砂礫層は MIS 
5.3 の堆積物（太田 , 2000）であることから、走水礫部層
は MIS 5.4 のユースタシーの低下に伴い、三角州の東方沖
合側へのプログラデーションによって形成された可能性
が考えられる。

11. 関東ローム層

（1）関東ローム層の分布

　三浦半島地域の関東ローム層（Kanto Loam Formation）は、
主に宮田台地、三崎台地に分布する。一方、小原台地域を
除く武山断層の北側では、三浦層群・上総層群からなる丘
陵の表面を薄く覆うように分布し、このような分布状況が
円海山付近まで続く。これらの関東ローム層が薄い地域は、
箱根火山から北北東～南南東の方向に当たり、大磯丘陵と
は方向的にほとんど重ならず、箱根火山起源のテフラ研究
の空白域になっている。箱根三浦テフラ（Hk-MP）は、当
初三浦半島で厚くなると考えられていたが（関東ローム研
究グループ , 1965）、その背景にはこのような箱根火山起
源テフラの分布の指向性がある。
　宮田台地、三崎台地、小原台は、いずれも後期更新世の
下末吉面（関東ローム研究グループ , 1956）より新しい海
成段丘である小原台面、三崎面（町田 , 1971; 町田・鈴木 , 
1971）を主体とするため、後期更新世の関東ローム層のみ
が分布する（図 3）。なお、海成段丘堆積物の下位にはよ
り古い後期～中期更新世の堆積物が存在するが、それらを
覆う関東ローム層は未発見である。従って、下末吉面すら
見いだされていない（町田 , 1973）。

（2）引橋面

　三崎台地の中南部の引橋丘陵と岩堂山には、標高 80 m
程度の高所が存在する。岩堂山は三崎層が地表部分まで
露出する残丘状な局所的高まりであるが、引橋丘陵周辺
はまとまりのある 1 つの地形面をなしている。これらは
引橋面と呼ばれ、多摩面相当と考えられた（関東ローム
研究グループ , 1965）。その後、基盤を不整合に覆う砂層
の存在や、その頂面高度が 73 m と周辺の小原台面（60 ～
64 m）からわずかに高く、その上を下末吉ローム層の中
部層・上部層が覆うことなどから、下末吉面と小原台面
の中間面と考えられている（町田 , 1973）。町田（2008）
によるとその離水時期は箱根吉沢下部 13 テフラ（HK-
KlP13; 町田・新井 , 2003）～箱根吉沢中部7テフラ（Hk-KmP7; 
町田・新井 , 2003）の降下層準（MIS 5.5 後期 : 坂田ほか , 
2018）にあたる。
（3）小原台面および小原台砂礫層

　横須賀市走水付近の小原台および宮田台地の北部、三崎
台地の引橋面周辺に分布する海成段丘（町田 , 1973; 岡ほ
か , 1974; 蟹江・大越 , 1981 など）で、段丘堆積物は小原
台砂礫層（Obaradai Sand and Gravel Deposits)（走水団研グ
ループ , 1965）と呼ばれ（図 1, 3）、御岳第 1 軽石（On-Pm1）
の降下時期に離水（町田 , 1971）したことから、MIS 5.3（約
10 万年前）の海進に対応する（貝塚ほか , 2000）。旧汀線
高度は 65 ～ 70 m である（町田 , 1973）。なお、猿島と江
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の島にも小原台面が存在する（走水団研グループ , 1965; 
町田 , 1973）。ただし、小原台面と下位の三崎面の地形面
分布は、研究者によって若干解釈が異なる。
　小原台砂礫層は、岩相変化の大きい砂礫層で、層厚も
約 5 m（奥村ほか , 1977）、0.3 ～ 3 m（岡ほか , 1974）と変
化がある。塩井・笠閒（2018）によると、横須賀市林では
平行ラミナの発達した 4.7 m の砂礫層であり、礫種は関東
山地系、三浦層群系などの他にも給源不明の軽石礫を含む
とされる。同地点においては、上位の三崎砂礫層（町田 , 
1970）とは不明瞭な不整合面で接するため、両層の識別は
固結度で判断されている。
　小原台面を覆う関東ローム層は、下末吉ローム層の上部
に相当し、走水団研グループにより小原台ローム層とも呼
ばれてきた。このローム層の下部には箱根火山起源の指標
テフラである、箱根小原台軽石（Hk-OP）が挟在する（町田 , 
1971）。これは走水団研グループ（1965）の小原台浮石に
相当する。Hk-OP は南関東南部に広く分布し、箱根火山
山麓には火砕流堆積物として存在する。MIS 5.1 の海進に
相当する三崎面（貝塚ほか , 2000）の海成層中に含まれる
ことから、その噴出時期は MIS 5.1 頃の 8 ～ 8.5 万年前と
される（町田・新井 , 2003）。なお、Hk-OP の上位は箱根
東京テフラ（Hk-TP; 町田・新井 , 2003）まで目立つテフラ
に乏しい火山灰土層となっている。

（4）三崎面および三崎砂礫層

　宮田台地、三崎台地に分布する小原台面より 1 段低い海
成段丘面で、前述のように MIS 5.1 の海進に対応すると考
えられている。旧汀線高度は 35 ～ 37 m（町田 , 1973）と
されるが、奥村ほか（1977）は宮田台地北部で 59 m の高
さの場所があるとしている。
　三崎面（図 18）の段丘堆積物である三崎砂礫層（Misaki 
Sand and Gravel Deposits）（図 1, 3）も、岩相変化の大きい
砂礫層で、層厚も約 5 m（奥村ほか , 1977）、0.5 ～ 2 m（岡
ほか , 1974）と変化がある。塩井・笠閒（2018）では、泥
層や淘汰の悪い砂礫層からなる層厚 1.1 m の堆積物で、高
師小僧状の褐鉄鉱濃集構造やサンドパイプもみられると
報告されている。
　三崎砂礫層を覆う関東ローム層には Hk-TP が顕著に見ら
れる。しかし、三崎砂礫層の堆積終了と Hk-TP の降下時期
までには時間差があり、三崎砂礫層の侵食面を Hk-TP が覆
う場合もある。その間の堆積物として、チョコレート色の

図 19．約 7000 年前の縄文海進最頂期に形成された内湾．

図 20．鎌倉の沖積層における熱帯種タイワンシラトリの産状
（撮影者：松島義章）．

クラックの発達した団塊状土壌（三崎古土壌）の存在も知
られており、亜間氷期的な環境を示唆するという（町田 , 
2008）。これは町田（1973）により下末吉ローム層と武蔵
野ローム層の境界とされる武蔵野埋没土（MB）に相当する。
　同地域の Hk-TP は横浜・東京地域に比べ、下位のフォー
ルユニットが相対的に厚く分布し、火砕流堆積物とみられ
る細粒火山灰を含む堆積物が複数箇所で見られる（笠間 , 
2018）。Hk-TP の上位には、数枚の軽石層が確認されるが、
それらのうち最下位のものは箱根三色旗テフラ（Hk-SP; 
町田・新井 , 2003）とみられる（岡ほか , 1974; 塩井・笠閒 , 
2018 など）。軽石層の上に、軽石粒が散乱する部分が顕著
に存在するが、これは Hk-SP が複数の軽石質テフラの集
合（笠間・山下 , 2007）であるためと考えられる。

12. 三浦半島の低地

　三浦半島とその周辺においては、河川が開析した小規模
な低地に多数の沖積層が見られる。本章では、台地等を開
析した谷底や海岸付近の低地を埋積した更新世末期から

Neogene and Quaternary Deposits of the Miura Peninsula

図 18．三崎面とその断面．三浦縦貫道工事現場（三浦市初声）
（撮影者：笠間友博）．
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完新世の未固結の地層を沖積層とする。
　氷期の海水面の低い時期に作られた開析谷は、縄文海進
高頂時（最盛期）に小さな内湾入り江を生じ「溺れ谷」が
発達、砂～泥質の海成沖積層を形成した。東京湾における
縄文海進高頂期の年代は、暦年較正年代では約 7,000 年前
～ 6,000 年前（太田 , 2010）、未補正の測定値では約 6,500
年前～ 5,500 年前（松島 , 2011）とされる。

（1）各低地の内湾環境変遷の研究

　沖積層の先駆的な研究の一つには鎌倉低地の稲村ケ崎
貝層（山川 , 1909）があるように、沖積海成層には化石を
含むことが多い。松島（1984）は、縄文海進に伴い各地に
形成された内湾の貝群集をもとに、沖積層の時間的・空間
的変遷を明らかにした。各地域の低地において、縄文海最
盛期に拡がった内湾（溺れ谷）を、例えば、松島（1974a; 
1974c）では「古鎌倉湾」と “古” をつけて呼称した。こ
こでは、各地域の低地について “古内湾” を中心に概要を
紹介する（図 19）。
　古大船湾（松島 , 1971; 1972）は、相模湾の湾奥、三浦
半島北西部の頸部に位置し、柏尾川低地沿いに戸塚駅北
方まで侵入した幅の狭い細長い内湾である（松島 , 1984）。
本湾を埋積する堆積物は、湾口部で礫層がみられるほか砂
層と泥層からなる。大船貝層（松島 1971, 1972）と呼んだ
本沖積層は貝化石を多産し、古大船湾内外の 43 地点から
の６つの貝類群集、すなわち、A：干潟群集、B：内湾砂
底群集、C：内湾泥底群集、D：礫底群集、E：沿岸砂底群
集、F：内湾岩礁性群集が区分され（松島・大嶋 , 1974; 松島 , 
1984）、内湾の遺骸群集の模式となった。
　古鎌倉湾（松島 , 1974a）は、鎌倉湾から滑川沿いに侵
入した湾であり、この沖積層を従来の稲村ケ崎貝層（山川 , 
1909）、材木座貝層（青木 , 1925）を含め鎌倉貝層と呼ん
だ（松島 , 1974a）。菅野・加藤（1954）、Kanno （1955）が
報告した鎌倉鶴岡八幡宮境内から産出した貝化石にはタ
イワンシラトリ（図 20）など現在の相模湾には生息しな
い温暖種や熱帯種が含まれ、南関東におけるその出現と消
滅を知る重要な地層となっている（松島 , 1984）。
　古逗子湾（松島 , 1974b）は、逗子湾の田越川・久木川
沿いに侵入した湾である。本地域については、松島（1974b）
が堆積環境と形成年代、貝化石からの環境変遷などを明ら
かにした。さらに多くのボーリング資料を加えての報告に
逗子市（1987）がある。また、未調査域であった池子川中
流域は、松島（1993）により詳細が明らかとなった。
　三浦半島南部の相模湾側に位置する古小田和湾と古宮
田湾は、それぞれ、村松川や小田和川、川間川などに沿っ
て作られたリアス式海岸を持つ内湾と、宮田台地の南西部
を開析した谷沿いに侵入した湾であり、それらの沖積層を
小田和層とした（松島 , 1976）。
　一方、東京湾側の三浦海岸沿い低地では、湾を作らずに
海岸線に直交する形で河川沿いの埋積谷が、西から菊名埋
積谷、上宮田埋積谷、木ノ間埋積谷、津久井川埋積谷、長
浜川埋積谷、野比側埋積谷が発達し、これらの沖積層全体
を野比層と呼んだ（松島 , 1976）。また、この地域を含む
三浦半島周辺の沖積層の海成層頂面の高度分布から宮田
台地や平作川低地帯は他に比べて相対的に隆起量が小さ
いとしている（松島、1976）。

　久里浜に河口を持つ平作川低地では、古平作湾として湾
口で 2 km、湾奥まで約 7 km の細長い内湾の入り江を形成
した（蟹江・石川 , 1976）。澤ほか（1994）は、貝類群集
の生息時期を捉え、その年代が湾奥部から湾口にかけて
順々に若くなることを示し、海面低下に伴い内湾が縮小し
ていく古地理変遷を明らかにした。
　東京湾西岸の横浜南部に位置する平潟湾では、古平潟湾
が形成された。松島・川口（1991）は、いわゆる「金沢八
景」で知られる平潟湾の縄文草創期以降の古地理変遷をた
どる中で 7 つの貝類群集を識別した。さらに、松島（2011）
は、横須賀市追浜でのボーリング資料から作成した約１万
年以降の相対的海面変化曲線をもとに、古地形と環境の変
遷を 7 つの時期に分けて復元した。また、自然科学と考古
学の領域にまたがり、海成沖積層産出の貝化石と貝塚出土
の貝類を対応させ貝類採取地を推定している。さらに近年、
松島ほか（2016）は、夏島貝塚と野島貝塚遺跡に隣接する
追浜でボーリング掘削を実施し、層相解析、14C 年代測定、
貝類・介形虫・珪藻の群集解析をもとに、縄文海進に伴う
約 13,000 年前から以降の旧汀線高度と内湾環境の変遷を
明らかにしている。
（2）沖積層中のイベント堆積物の研究

　三浦半島周辺の沖積低地の内湾（溺れ谷）の泥層に津波
堆積物や高潮堆積物などのイベント堆積物として砂層や
礫層などを挟むことがわかってきている。藤原ほか（1999）
は、鎌倉低地（古鎌倉湾）と宮田低地（古宮田湾）の内湾
堆積物に津波堆積物を見出し、海岸段丘の離水期と対応さ
せた。Shimazaki et al. （2011）は、小網代湾で採取した堆積
物に 3 枚の津波起源の砂礫層が認め、西暦 1060 ～ 1400 年
の間に関東地震があったとした。
　松島ほか（2018）は、鎌倉のイベント堆積物に注目し、
歴史津波の浸水地にあること、含まれる炭化木片の年代、
礫の解析による遡上する流れの存在などから総合的に判
断し、1703 年元禄関東地震の津波堆積物である可能性を
示した。さらに、Mannen et al. （2018）は、鎌倉と逗子低
地のボーリング資料を基に、沖積層にユニット A：6,000
年前の内湾砂泥堆積物、ユニット B：歴史時代の干潟堆積
物、ユニット C：河川～湿地堆積物、ユニット D：砂丘砂・
人為的埋め土を識別し、さらにユニット B の年代が過去
の地震年代と近接することを示した。

13. 三浦半島断層群（活断層）

（1）三浦半島断層群の概略

　三浦半島には北から衣笠断層、北武断層、武山断層、南
下浦断層、引橋断層の活断層が認められ（図 1，2）、活動
度 A 級（m/1000 年のオーダー）または活動度 B 級（0.1 
m/1000 年のオーダー）と判断されている（大塚 , 1935; 杉
村 , 1964; 活断層研究会 , 1991; 太田 , 1999, 2000; 神奈川県 , 
2001; 地震調査研究推進本部地震調査委員会 , 2002）。三浦
半島南東沖、浦賀水道の金田湾断層（図 2）も確実度 II の
活断層とされ（今泉ほか , 1987; 活断層研究会 , 1991）、さ
らに、武山断層帯の陸域の東端付近には 1923 年関東地震
の際に下浦地震断層が出現した。これらの断層を一括して
三浦半島断層群と呼ぶ。また、衣笠断層、北武断層、武山
断層をまとめて三浦半島北断層群、南下浦断層と引橋断

K. Shibata et al.
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図 21．三浦半島断層群の露頭と地形（撮影者：柴田健一郎（A を除く））．
 A: 北武断層の横ずれ断層変位地形．横須賀市野比（35°12'45.5"N, 139°42'14.6"E）．PPG 湘南平塚撮影．
 B: 北武断層による小地溝と横ずれ尾根．横須賀市野比東ノ入公園（35°12'54.6"N, 139°41'52.8"E）．
 C: 南下浦断層．三浦市高抜海岸（35°10'17.1"N, 139°39'35.7"E）． 
 D: 南下浦断層．三浦市南下浦学校給食共同調理場裏（35°10'20.4"N, 139°39'12.2"E）．
 E: 北武断層の断層破砕帯に発達する断層ガウジ．蛇紋岩や暗緑色凝灰岩，石灰質チャートなどのブロックが取り込まれている．
 　横須賀市野比（35°12'39.9"N, 139°42'28.2"E）．
 F: 北武断層の断層ガウジで発生した斜面変動（2017 年 2 月 23 日発生，2017 年 2 月 24 日撮影）．横須賀市野比（35°12'40.6"N, 
 　139°42'27.2"E）．

層をまとめて三浦半島南断層群と呼ぶ（神奈川県 , 2001）。
衣笠・北武断層帯と金田湾断層を含む武山断層帯をまとめ
て三浦半島断層群主部、南下浦断層と引橋断層をまとめて
三浦半島断層群南部と呼ぶ場合もある（地震調査研究推進
本部地震調査委員会 , 2002）。これらの断層はいずれも上
下変異を伴う右横ずれ断層で、北断層群の全長は横須賀市
野比の沖合 4 km を含めて 20 km、南断層群の全長は 7 km
以上である（神奈川県 , 2001）。北武断層（図 21-A）や武
山断層では谷や尾根の右横ずれや小地溝（図 21-B）など
の変異地形が観察できるが、断層を直接観察できる露頭は
多くない。三浦市高抜海岸では、大潮に南下浦断層の露頭
が出現する（図 21-C）ほか、南下浦学校給食調理場浦で
も南下浦断層の露頭（図 21-D）が観察できる。横須賀市

野比海岸では北武断層の破砕帯が良好に露出する（柴田・
蟹江 , 2016; 高橋ほか , 2016）。この破砕帯には軟質の断層
ガウジが発達し（図 21-E）、しばしば斜面変動を生じさせ
ている（図 21-F）（柴田・浅見 , 2018）。
（2）過去の活動と地震発生の可能性

　三浦半島断層群の最新活動時期や活動間隔に関する研
究は、1990 年代に大きく進展した。神奈川県（2001）に
よると、衣笠、北武、武山断層の最新活動時期はそれぞれ
2,800 ～ 1,400 年前、1,500 ～ 1,000 年前、2,200 ～ 2,000 年
前で、平均的な活動間隔はそれぞれ 12,000 ～ 6,800 年、5,200
～ 1,500 年、2,000 年であり、北断層群は近い将来の活動
の可能性が高いとされている。これに対して南下浦、引橋
断層の最新活動時期はそれぞれ 2.2 万～ 2 万年前と 6,100
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